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ア
メ
リ
カ
占
領
期
（
一
九
四
五
～
七
二
年
）
の
沖
縄
の
社
会
、
文
化
状
況
を
考
察
す
る
う
え
で
琉
球
大
学
の
存
在
は
重
要
で
あ
る
。
ま
た
琉
球
大
学
の
学
生
が
沖
縄
の
社
会
・
文
化
運
動
に
積
極
的
に
か
か
わ
っ
て
い
た
事
実
も
見
逃
す
こ
と
は
で
き
な
い
。
こ
れ
ま
で
琉
球
大
学
の
学
生
の
文
化
運
動
に
つ
い
て
は
、
一
九
五
三
年
に
創
刊
さ
れ
た
文
芸
雑
誌
（１） 
『琉大文学』が広く知られている。しかしながら、琉球大学の学生たちが一一一口葉を通じて表現を試みて
い
た
の
は
、
「
琉
大
文
学
」
だ
け
で
は
な
か
っ
た
。
琉
球
大
学
が
創
立
さ
れ
た
一
九
五
○
年
に
創
刊
さ
れ
た
『
琉
球
大
学学生新聞』も、アメリカ占領下の沖縄に生きる人びとの置かれた状況を発信する重要なメディアで
（ワニ
あ
っ
た
。
だ
が
、
こ
れ
ま
で
『
琉
球
大
学
学
生
新
聞
』
に
関
す
る
研
究
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。
本
稿
で
は
、
一
九
五
○
年
は
じ
め
に
琉
球
大
学
に
お
け
る
表
現
と
検
閲
一
九
五
○
年
代
『
琉
球
大
学
学
生
新
聞
』
を
中
心
に
我
部
聖
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「琉球大学学生新聞」は、琉球大学創立と同じ年の一九五○年八月に琉球大学学生新聞会によって
（３） 
創刊された。琉球大学編『十周年記念誌』によれば、「新聞会」は、一九五一一一年に「新聞クラブ」と
名
称
を
変
更
し
、
五
六
年
に
は
「
全
学
生
を
代
表
す
る
よ
う
な
性
格
」
に
発
展
し
て
い
く
。
そ
し
て
、
「
予
算
の
拡
大
と
新
聞
発
行
の
活
発
化
を
図
ろ
」
た
め
に
「
ク
ラ
ブ
か
ら
新
聞
部
へ
の
昇
格
が
認
め
ら
れ
て
ク
ラ
ブ
組
織
と
は
別
に
独
立
」
し
、
「
予
算
も
学
生
会
予
算
と
一
般
学
生
か
ら
の
購
読
料
、
広
告
料
」
で
ま
か
な
っ
て
い
た
と
い
う
。
五
六
年
に
は
「
土
地
問
題
」
な
ど
に
関
連
し
て
「
発
行
停
止
」
に
あ
い
、
五
八
年
に
は
「
伏
字
新
聞
の
発
行
」
が
問
題
と
な
る
。
（４） 
同じ五八年には「人事面で一」たつき一時衰退した」後、活動を再開し、六○年には名称も「新聞会」
と
改
ま
り
、
「
質
も
大
き
く
変
化
」
し
て
い
っ
た
。
「
最
近
で
は
社
会
問
題
を
主
体
に
殆
ど
全
面
が
学
生
の
論
調
」
で
占
一５｜
め
ら
れ
、
「
会
員
の
行
動
を
主
体
と
す
る
社
会
活
動
も
目
立
っ
て
き
て
い
る
」
と
記
さ
れ
て
い
た
。
以
上
は
、
琉
球
大
学
が
創
立
し
て
十
年
の
段
階
で
ま
と
め
ら
れ
た
記
述
だ
が
、
「
琉
球
大
学
学
生
新
聞
』
の
創
刊
号
か
ら
第
二
四
号
ま
で
代
に
琉
球
大
学
の
規
則
に
定
め
ら
れ
て
い
た
「
事
前
検
閲
」
に
表
現
が
拘
束
さ
れ
て
い
く
な
か
で
、
「
琉
球
大
学
学
生
新
聞
」
に
集
う
学
生
た
ち
が
、
ど
の
よ
う
に
検
閲
の
網
目
を
く
ぐ
り
抜
け
て
言
葉
を
紡
ぎ
出
そ
う
と
し
た
の
か
に
つ
い
て
考
察
し
て
い
き
た
い
。
学
生
準
則
と
発
行
停
止
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（６｜ 
現
在
公
的
な
機
関
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
の
は
、
一
九
五
五
年
に
発
行
さ
れ
た
第
一
七
号
だ
け
で
あ
る
。
こ
う
１
」
た
こ
と
か
ら
も
、
「
十
周
年
記
念
誌
』
の
記
述
は
、
一
九
五
○
年
代
半
ば
ま
で
の
『
琉
球
大
学
学
生
新
聞
」
の
動
向
を
把
握
す
るうえでも貴重な記録といえる。本稿で特に注目したいのは、五六年の「発行停止」と五八年の「伏
字
新
聞
」
の
発
行
で
あ
る
。
こ
の
二
つ
の
出
来
事
を
考
え
る
う
え
で
、
当
時
の
琉
球
大
学
の
「
学
生
準
則
」
と
「
学
生
心
得
」
に
注
目
し
た
い
。
「
琉
球
大
学
学
生
準
則
」
は
、
一
九
五
二
年
一
一
月
一
一
日
に
施
行
さ
れ
た
も
の
だ
が
、
こ
の
「
学
生
準
則
」
の
成
り
立
ち
に
は
問
題
が
あ
っ
た
。
一
九
五
二
年
一
○
月
に
琉
球
大
学
政
経
ク
ラ
ブ
の
学
生
た
ち
は
、
機
関
誌
『
自
由
」
を
発行した後、琉大当局によって機関誌の回収と謹慎処分を一一一一口い渡された。謹慎処分を受けた学生たち
は
、
謹
慎
期
間
中
に
朝
鮮
戦
争
に
関
わ
る
「
燈
火
管
制
」
に
従
わ
ず
、
ま
た
春
休
み
に
「
原
爆
展
」
を
開
催
す
る
と
い
っ
た
動
き
を
見
せ
て
い
き
、
さ
ら
に
一
九
五
三
年
五
月
の
メ
ー
デ
ー
で
は
、
処
分
の
撤
回
と
当
時
の
琉
球
大
学
副
学
長
安
里
源
秀
の
退
任
を
要
求
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
学
生
た
ち
の
一
連
の
動
き
に
対
し
て
、
琉
大
当
局
は
、
「
学
生
準
則
」
に
違
反
し
て
い
る
と
し
て
、
四
名
の
学
生
に
退
学
処
分
を
命
じ
た
。
だ
が
、
そ
の
「
学
生
準
則
」
は
開
学
時
か
ら
あ
っ
た
も
の
で
は
な
く
、
機
関
誌
「
自
由
』
が
発
刊
さ
れ
た
後
に
設
け
ら
れ
た
と
い
う
事
実
を
見
逃
す
べ
き
で
は
な
（７） 
い
。
ま
た
学
生
四
名
を
退
学
処
分
に
し
た
背
景
に
は
、
一
九
五
○
年
に
開
戦
し
た
朝
鮮
戦
争
の
ざ
な
か
で
あ
る
こ
と
や
、
「
共
産
主
義
」
弾
圧
を
も
く
ろ
む
米
軍
の
動
き
が
活
発
化
し
て
き
た
と
い
う
歴
史
的
な
文
脈
も
あ
っ
た
。
む
ろ
ん
そ
の
こ
と
だ
け
か
ら
、
こ
の
「
第
一
次
琉
大
事
件
」
を
米
軍
に
よ
る
介
入
と
は
い
え
な
い
が
、
米
軍
占
領
下
の
琉
球
大
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（８） 
学の位置●を考えるうえで注ロ□すべき事件といえよう。
「
琉
球
大
学
学
生
準
則
第
一
二
条
（
出
版
）
」
に
は
、
「
学
校
の
内
外
を
間
は
ず
学
生
が
新
聞
、
雑
誌
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
そ
の
他
を
出
版
せ
ん
と
す
る
と
き
は
事
前
に
学
生
課
に
原
稿
を
提
出
し
副
学
長
の
承
認
を
受
け
な
け
れ
ば
い
け
な
（９） 
い」と記父これていた。この「学生準則」に定められた「事前検閲」については、’九五一一一年に創刊さ
れ
た
「
琉
大
文
学
」
で
も
問
題
視
さ
れ
て
い
た
。
た
と
え
ば
、
川
瀬
信
（
川
満
信
一
）
は
、
「
沖
縄
文
学
の
課
題
」
（
『
琉
大
文
学
」
第
七
号
、
一
九
五
四
年
二
月
）
の
な
か
で
、
沖
縄
で
文
学
作
品
を
発
表
す
る
こ
と
が
困
難
な
状
況
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
指
摘
し
て
い
る
。
だ
○ 
制
度
や
規
則
、
条
文
等
々
の
文
学
の
外
の
力
が
文
学
そ
の
も
の
に
強
力
な
支
配
権
を
示
す
場
合
、
文
学
は
大
き
な
歪
み
を
強
い
ら
れ
た
り
、
消
滅
を
余
儀
な
く
さ
せ
ら
れ
る
。
発
表
前
に
之
ら
の
諸
制
度
が
拘
束
を
、
も
つ
の
だ
か
ら
結
極
文
学
は
日
の
目
を
見
ず
に
終
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
。
文
学
が
発
表
を
前
提
と
す
る
限
り
、
こ
う
し
た
制
度
の
存
在
は
致
命
的
な
関
所
で
あ
る
。
｜
応
は
成
功
し
た
作
品
で
も
、
そ
れ
が
真
実
で
あ
る
た
め
に
風
あ
た
り
の
強
い
内
容
を
も
つ
も
の
に
は
、
新
聞
の
編
集
部
や
、
学
校
の
マ
マ
準
則
、
更
に
そ
の
上
の
種
々
の
機
関
で
ひ
か
、
っ
て
し
ま
う
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
そ
れ
で
終
れ
ば
ま
だ
良
い
方
例へどんな事にもせよ、私達が話したり、書いたりする場合一一一一一口一句、それが真面目な言辞で
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ここで川瀬が言及している「学校の準則」というのが、「琉球大学学生準則」のことである。川瀬
の
文
章
が
発
表
さ
れ
た
当
時
は
、
新
崎
盛
暉
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
一
九
五
二
年
か
ら
一
九
五
六
年
五
月
ま
で
は
、
米
軍が弾圧を行なう「沖縄の暗黒時代」であった。一九五一一一年二月に沖縄を訪問したニクソン副大統
領が「共産主義の脅威ある限り、米国は沖縄を保有する」という声明を発表したように、沖縄の基地
の
固
定
化
と
と
も
に
、
反
米
的
な
行
為
（
復
帰
運
動
を
含
む
）
は
「
共
産
主
義
」
と
し
て
狙
わ
れ
て
い
っ
た
。
米
軍
は
、
沖
縄
の
政
党
の
な
か
で
も
特
に
人
民
党
を
「
共
産
主
義
政
党
」
と
名
指
し
し
て
弾
圧
に
乗
り
出
し
、
一
九
五
四
年
｛Ⅲ） 
には人民党員一一八名が逮捕される「人民党事件」が起きた。こうした思想・一一一一口論弾圧が強化されるな
かで、琉球大学の学生たちが表現を試みていたということは、看過すべきことではないだろう。
閲検
『琉大文学』についても、先の川獺の文章が掲載されたロ万の次号である第八号（’九五五年二月）殿
が、「学生準則」に定められた「事前検閲」に従っていたにもかかわらず、発行後に琉大当局によっ厳け
て
回
収
さ
れ
る
事
件
が
起
き
て
い
る
。
そ
の
後
も
『
琉
大
文
学
』
は
ロ
万
を
重
ね
て
い
く
が
、
「
学
生
準
則
」
が
表
現
者
ぉに学
の、心を縛る柳となっていたのは間違いない。
大
この「学生準則」について、「琉球大學新聞』第一七号（’九五五年一○月二五日発行）では、「学嚇
一吃）
３
 
生
準
則
の
大
幅
改
正
は
不
可
能
／
相
互
理
解
に
よ
る
協
力
を
／
正
副
学
長
と
一
問
一
答
」
と
い
う
記
事
を
一
面
で
と
り
皿
｛、）
あればある程自分の周囲●を不安なロロで見回さなくてはならない現状であるからだ。
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あげていた。このときの学長は安里源秀、副学長は仲宗根政善であった。この記事のなかでは「学生
準
則
」
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
な
や
り
と
り
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
学
長
問学
長
副
学
長
問学
長
問副
学
長
問
現
在
の
学
生
準
則
に
つ
い
て
ど
う
考
え
る
か
？
現
在
厚
生
委
員
会
で
検
討
中
で
あ
る
。
特
に
現
準
則
十
二
条
に
つ
い
て
は
？
日
本
の
大
学
と
全
く
同
じ
よ
う
に
す
る
こ
と
は
出
来
な
い
の
で
は
な
い
か
、
現
在
は
特
殊
な
立
場
に
お
か
れ
て
お
り
、
充
分
な
自
由
が
与
え
ら
れ
て
い
る
と
は
云
え
な
い
か
ら
。
新
聞
の
様
に
時
間
的
に
拘
束
さ
れ
て
い
る
も
の
は
、
学
生
課
を
通
ら
ず
に
す
ぐ
副
学
長
の
処
へ
来
る
様
に
し
て
も
ら
い
度
い
。
編
集
を
顧
問
教
官
と
一
緒
に
や
っ
て
は
ど
う
か
？
顧
問
教
師
に
そ
れ
だ
け
の
時
間
は
な
い
も
の
か
？
十
二
条
の
承
認
と
い
う
規
定
の
副
学
長
を
学
長
に
代
え
る
と
い
う
よ
う
な
こ
と
も
聞
い
て
い
る
が
。
今のままで良いと思う。
今
ま
で
の
何
か
、
も
や
も
や
と
し
た
も
の
を
取
り
除
き
、
相
互
に
理
解
し
合
い
つ
つ
や
っ
て
い
か
ね
ば
一脳）
ならぬ。
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の
ち
に
こ
の
「
表
現
の
自
由
を
拘
束
」
す
る
「
学
生
準
則
」
に
定
め
ら
れ
た
「
事
前
検
閲
」
に
よ
っ
て
、
『
琉
球
大
學
新
聞
』
は
、
発
行
停
止
に
追
い
込
ま
れ
て
い
く
。
一
九
五
六
年
に
「
琉
球
大
學
新
聞
』
が
発
行
を
一
時
停
止
さ
せ
ら
れたことについて、大田昌秀・辻村明『沖縄の言論」には、「「学生処分」に対する反響を扱った『琉
他
に
も
「
琉
大
新
聞
部
で
、
マ
ル
ク
ス
経
済
学
の
記
事
を
取
り
扱
っ
て
い
た
ら
、
本
学
の
理
事
が
、
あ
れ
は
マ
ル
ク
ス
の
宣
伝
で
あ
る
と
い
っ
た
そ
う
だ
が
」
と
い
う
問
い
に
「
そ
ん
な
こ
と
は
聞
い
て
い
な
い
。
し
か
し
民
主
党
の
議
員
（Ｍ〉
の話しているのは聞いた」と安里学長が答えるような興味深い記事もあるが、『琉球大學新聞」第一
七
号
に
は
他
の
記
事
で
も
「
学
生
準
則
」
を
問
題
視
し
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
社
説
に
あ
た
る
「
論
説
」
欄
で
は
、
「
学
生
準
則
は
学
生
の
自
主
性
を
奪
う
も
の
で
あ
る
こ
と
は
今
更
此
処
で
チ
ョ
ウ
チ
ョ
ウ
を
要
す
ま
い
」
と
述
べ
た
後
、
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
法
律
が
専
門
の
教
員
で
は
な
く
体
育
の
教
員
が
委
員
長
で
あ
る
補
導
委
員
会
で
検
討
中
で
あ
る
こ
と
に
怒
り
の
矛
先
を
向
け
る
。
何
故
、
此
の
委
員
会
で
学
生
準
則
を
検
討
す
る
か
が
我
々
に
は
理
解
出
来
な
い
の
で
あ
る
。
［
中
略
］
昨
年
以
来
あ
れ
程
学
生
の
人
間
と
し
て
の
自
由
、
特
に
表
現
の
自
由
を
拘
束
し
て
来
た
此
の
準
則
が
、
単
に
事
務
的
な
検
討
だ
け
に
止
ま
っ
て
は
学
生
は
承
知
し
な
い
だ
ろ
う
。
／
表
現
の
自
由
を
拘
束
す
る
と
い
う
事
は
、
人
間
か
ら
恩
一遍）
考を奪い、一一一一口葉を奪うという事と同義語である。
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球
大
学
学
生
新
聞
』
第
二
四
号
二
○
月
一
日
発
行
予
定
）
が
大
学
当
局
の
検
閲
に
引
っ
か
か
り
発
行
停
止
に
な
つ
く旧）
た」と述べられていた。しかしながら、『琉球大學新聞」第一一五号（一九五一ハ年一一一月一一五日発行）
の
「
編
集
後
記
」
に
は
次
の
よ
う
な
記
述
が
見
ら
れ
る
。
この記述から、第一一三号（一○月一日発行予定）と第一一四号（’一月一○日発行予定）が検閲に
（旧｝
引
っ
か
か
っ
た
と
指
摘
す
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。
「
編
集
後
記
」
は
以
下
の
よ
う
に
続
く
。
我が新聞部では十月一日を発行目標に四面新聞の準備を進めてきたのでありますが検閲をパスす
る
こ
と
が
で
き
ず
、
没
に
な
り
、
更
に
十
一
月
十
日
発
行
予
定
の
二
十
四
号
も
一
部
原
稿
の
パ
ス
を
見
ず
、
休
刊
一町）
声
明
を
発
表
し
よ
う
と
田
心
い
ま
し
た
が
、
緊
急
部
会
に
よ
り
、
自
然
休
刊
を
続
け
ま
し
た
。
こ
の
ま
ま
年
を
越
す
に
は
ど
う
し
て
も
忍
び
え
ず
、
我
々
と
し
て
は
、
こ
の
重
大
な
る
使
命
を
全
う
す
く
く
、
忍
耐強く努力を続け、十二月一一十一一日予定で四面を準備したが、年末を控え、新聞社では印刷に支
障
を
き
た
す
と
の
こ
と
で
、
や
む
な
く
二
面
に
削
減
し
た
。
し
か
し
本
号
も
我
々
の
意
図
し
た
記
事
が
全
部
パ
ス
したのではなく、三日徹夜で書いてもらった「学内その後の動き」の解説を没にしなければなら
〈旧）
な
く
な
り
全
く
失
望
致
し
ま
し
た
。
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こ
の
よ
う
な
か
た
ち
で
発
行
さ
れ
た
第
二
五
号
に
は
、
当
山
昌
信
の
「
農
民
」
、
宮
城
美
智
子
の
「
ス
ク
ラ
ッ
プ
」
という表題の短歌が掲載されていた。当時、宮城の「路傍に出し盲目の人の蛇皮線を奏でる様子を撮
る米人達」という歌は、「二のシ日の昌目庁禺のロＯご［のｍ・ヰヶの三己ロ］昌旨、Ｓのの四目の①ロ・ロ弓の
（加）
烏○四』の己の」と翻訳されていたことが、米軍の検閲資料から明らかになっている。宮城の短歌が翻訳さ
れ
て
い
る
の
は
、
琉
球
大
学
の
学
生
が
除
籍
処
分
を
受
け
た
う
ち
の
四
人
が
名
を
連
ね
た
『
琉
大
文
学
』
の
メ
ン
バ
ー
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
’
九
五
六
年
の
沖
縄
で
は
、
米
軍
基
地
建
設
の
た
め
の
土
地
接
収
を
認
め
た
プ
ラ
イ
ス
勧
告
に
抗
議
す
る
「
島
ぐ
る
み
土
地
闘
争
」
が
起
き
て
い
た
。
そ
の
抗
議
デ
モ
に
参
加
し
た
琉
球
大
学
の
学
生
が
「
ヤ
ン
キ
ー
ゴ
ー
ホ
ー
ム
」
と
いった「反米的な言辞」を弄したという理由で、学生六名が除籍、一名が停学となった。この処分を
受
け
た
七
名
の
学
生
の
う
ち
、
『
琉
大
文
学
』
の
メ
ン
バ
ー
は
四
名
で
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
一
連
の
弾
圧
は
「
第
二
次
〈皿〉
琉大事件」と呼ばれているが、すでにこの年の一二月に発行された「琉大文学』第二巻第一号（通巻一
一号）は、「学生準則」に定められた「事前検閲」に従わなかったために、雑誌は発刊停止となり、
文芸部も半年間の活動停止処分を受けていた。
こ
の
「
第
二
次
琉
大
事
件
」
に
お
け
る
学
生
処
分
問
題
を
紙
面
に
と
り
あ
げ
よ
う
と
す
る
新
聞
部
の
書
き
手
た
ち
は
、
『
琉
大
文
学
』
と
同
じ
よ
う
に
検
閲
の
ま
な
ざ
し
に
さ
ら
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
認
識
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
し
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かしながら、それは一一一一口葉による表現を試みている学生だけに起こりうる問題ではなく、琉球大学の学
生が「反米的」というレッテルを貼られて処分される可能性があるからこそ、二度にわたる発行停止
を
受
け
、
さ
ら
に
作
成
し
た
四
面
が
削
ら
れ
よ
う
と
も
、
「
第
二
次
琉
大
事
件
」
の
起
き
た
一
九
五
六
年
の
う
ち
に
新
聞
を
発
行
し
よ
う
と
し
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
削
ら
れ
た
「
学
内
そ
の
後
の
動
き
」
を
読
む
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
タ
イ
ト
ル
と
い
う
痕
跡
が
残
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
読
者
は
、
表
現
さ
れ
な
か
っ
た
衝
動
を
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
そ
も
そ
も
『
琉
球
大
學
新
聞
」
の
号
数
は
「
第
二
五
号
」
に
な
っ
て
い
る
が
、
た
と
え
校
正
ま
で
行
っ
て
い
た
に
し
ても前号に続けて第一一三号として発行することもできたはずである。発行できなかった号数をカウン
トし、紙面のなかで経緯を書き記し、また四面が二面に削減されるなかで「学内その後の動き」が没
に
な
っ
た
事
実
を
叙
述
す
る
こ
と
で
、
「
第
二
次
琉
大
事
件
」
に
つ
い
て
書
く
こ
と
の
困
難
さ
を
浮
き
彫
り
に
し
た
と
はいえまいか。一見すると検閲によって紙面が傷だらけになって一一一一口葉を取り繕っているように見える
け
れ
ど
も
、
そ
の
ほ
こ
ろ
び
の
糸
／
意
図
や
空
白
の
穴
を
見
せ
る
こ
と
で
、
逆
に
傷
を
受
け
た
背
景
を
読
者
に
想
像
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。
新
聞
を
そ
の
よ
う
な
満
身
創
瘻
の
か
た
ち
で
発
行
す
る
こ
と
自
体
が
、
学
生
た
ち
に
よ
る
抵
抗
の
表
現
と
な
っ
て
い
た
。
518 
Hosei University Repository
つ
ま
り
処
分
撤
回
を
要
求
す
る
こ
と
は
処
分
学
生
た
ち
に
不
利
に
な
る
と
い
う
論
理
を
、
「
転
学
」
を
画
策
す
る
琉
大
当
局
の
「
誠
意
」
と
結
び
つ
け
て
説
明
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
ま
た
、
「
座
談
会
思
い
出
を
語
る
」
の
な
か
で
、
「
処
分
学
生
問
題
」
も
話
題
と
な
る
が
、
参
加
者
の
発
言
か
ら
は
「
学
生
間
に
も
対
立
的
な
も
の
が
あ
っ
た
」
と
か
「
学
生
会
長
と
委
員
長
（
土
地
特
別
委
員
長
）
が
権
限
争
い
を
し
た
」
当時の『琉球大學新聞」には、「第二次琉大事件」後の状況が色濃く彦み出ていた。続く第二六号
（
一
九
五
七
年
三
月
一
日
発
行
）
は
卒
業
式
に
あ
わ
せ
て
発
行
し
た
た
め
か
、
「
学
生
処
分
問
題
」
を
報
じ
る
紙
面
は
ト
ー
ン
ダ
ウ
ン
し
た
印
象
を
受
け
る
。
た
と
え
ば
、
事
件
後
に
初
め
て
行
わ
れ
た
「
第
三
回
定
例
総
会
」
（
一
九
五
七
年一月二四日）を伝える記事のなかで、処分撤回要求に関する学生会長のコメントが紹介されている。
二
学
生
心
得
と
伏
字
新
聞
当
局
が
こ
の
問
題
解
決
に
当
た
る
対
策
を
た
て
て
い
る
時
、
撤
回
要
求
な
ど
が
出
る
と
問
題
を
こ
じ
れ
さ
せ
、
良
く
な
い
結
果
が
予
想
さ
れ
る
。
当
局
の
具
体
的
方
針
と
は
処
分
学
生
の
転
学
か
復
学
か
の
見
通
し
が
つ
い
て
い
る
事
で
あ
る
。
当
局
の
態
度
は
私
も
最
初
納
得
が
い
か
な
か
っ
た
が
、
昨
日
の
話
合
に
よ
り
そ
の
意
図
を
（
つ
ま一・脚一一
り
転
学
か
復
学
か
）
総
会
で
伝
え
て
良
い
と
一
云
っ
て
い
る
の
で
当
局
の
誠
意
と
明
る
い
見
通
し
を
信
じ
て
い
る
。
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な
ど
と
問
題
を
倭
小
化
し
て
語
る
傾
向
も
見
ら
れ
る
。
そ
れ
に
対
し
て
「
土
地
委
員
の
一
人
」
で
、
『
琉
大
文
学
』
同
人でもあった平山良明が「両方が相反した一一一一口動」をとっていなかったことを指摘したあとで、「処分
学
生
に
対
し
て
一
方
的
な
見
方
は
あ
ま
り
正
し
く
な
い
」
と
い
う
意
見
を
述
べ
て
い
た
。
卒
業
生
で
も
あ
る
平
山
は
、
「
処
分
学
生
の
明
る
い
見
通
し
も
出
ず
に
卒
業
す
る
の
は
淋
し
く
て
な
ら
な
い
。
こ
れ
か
ら
こ
の
様
な
こ
と
が
又
と
お
こ
ら
ぬ
様
に
祈
っ
て
い
る
」
と
い
う
言
葉
を
残
し
て
い
た
。
ま
た
、
平
山
は
、
「
途
切
れ
途
切
れ
に
平
和
の
歌
う
た
い
（泌一
な
が
ら
除
籍
さ
れ
し
学
友
と
校
門
下
る
」
と
い
う
短
歌
を
残
し
て
い
る
。
年
度
が
変
わ
り
、
一
九
五
七
年
度
に
な
る
と
、
「
学
生
準
則
」
は
「
学
生
心
得
」
と
改
め
ら
れ
た
。
そ
れ
に
対
す
る
琉
大
当
局
の
見
解
が
『
琉
球
大
學
新
聞
」
第
二
七
号
（
一
九
五
七
年
五
月
十
日
）
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
Ｉ
学
生
準
則
を
学
生
心
得
に
変
え
た
理
由
は
当
局
こ
れ
は
学
生
の
要
望
に
よ
り
心
得
に
し
た
の
で
あ
り
別
に
ど
う
し
て
も
心
得
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
いう理由はない。
ｌ
学
生
の
要
望
と
は
逆
に
強
化
き
れ
た
点
も
あ
る
が
、
例
え
ば
九
条
の
学
生
会
の
顧
問
に
教
務
部
長
を
つ
け
た
こ
と
や
十
八
条
の
集
会
な
ど
当
局
今
ま
で
は
手
ぱ
な
し
の
状
態
だ
っ
た
が
学
生
会
の
要
望
を
取
り
入
れ
て
顧
問
を
つ
け
て
学
生
会
を
ス
ム
ー
スに運営させるようにした。原則的立場からして顧問を置くのに対しては疑問はない。大学
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この記事によれば、そもそも二学生準則』を『学生心得」に改めてもらいたい」という要望は一
九五五年五月の学生会総会で内容の一部改正とともに学生側から求められていたという。だが、実際
には名称が「学生心得」に改められただけで内容は学生の要望に沿うものではなかった。たとえば、
問
題
と
さ
れ
た
「
学
生
心
得
」
の
第
九
条
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。
さ
ら
に
「
学
生
準
則
」
が
ど
の
よ
う
に
変
更
さ
れ
た
の
か
に
つ
い
て
、
「
学
生
準
則
」
と
「
学
生
心
得
」
を
比
較
し
てみることにしよう（傍線は引用者による強調）。
学
生
の
集
会
は
、
原
則
と
し
て
二
日
前
ま
で
に
顧
問
教
官
の
承
認
を
経
て
所
定
の
集
会
願
を
学
生
課
に
提
出
し
、
副
学
長
の
承
認
を
受
け
ね
ば
な
ら
な
い
。
／
副
学
長
は
、
必
要
と
認
め
た
る
場
合
補
導
厚
生
委
員
会
の
意
見
学
生
が
全
学
生
を
会
員
と
す
る
学
生
自
治
体
を
設
立
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
教
務
部
長
を
顧
問
教
官
と
し
、
その助言を受け、責任者三名以上の連署の上規約を添え副学長の承認を受けなければならない。
一躯）
（学生、心得第六章団体及び集〈五第九条）
（釧一
入学ヱコ時は大学の規則に従うとの約束で入って来たのだからきみらはそれに従う義務がある。
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こ
の
「
集
会
」
に
関
す
る
「
学
生
準
則
第
九
条
」
と
「
学
生
心
得
第
十
八
条
」
は
、
一
見
す
る
と
ほ
と
ん
ど
違
いがないように見えるが、「補導教官又は顧問教官の助言を受け」るというのは、教官の権限が強化
され学生には無一一一一口の圧力がかかることになる。また大学施設の使用について許可制を明文化すること
で学生の動向をより管理しようとする意志が明確に現れている。このように「学生心得」が学生の行
動
を
い
っ
そ
う
規
制
し
て
い
く
状
況
に
つ
い
て
、
『
琉
大
文
学
』
の
中
里
友
豪
は
、
同
人
た
ち
と
「
あ
る
場
所
に
集
まって相談」した翌日には副学長の仲宗根政善の下に情報が流れることがあり、学生のなかにスパイ
学
生
又
は
学
生
の
団
体
が
本
学
の
建
物
、
施
設
、
又
は
物
品
を
使
用
し
よ
う
と
す
る
場
合
に
は
、
予
め
所
定
の
手
続
き
に
よ
り
学
長
の
許
可
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
使
用
の
許
可
を
受
け
た
も
の
は
、
使
用
に
つ
い
て
責
一蝿）
任
を
負
う
も
の
と
す
る
。
（
学
生
心
得
第
六
章
団
体
及
び
集
へ
云
第
十
九
条
）
学生又は学生の諸団体が集会をしようとするときは、補導教官又は顧問教官の助一一一一口を受けその
期
日
二
日
前
ま
で
に
副
学
長
の
承
認
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
（
学
生
心
得
第
六
章
団
体
及
び
集
会
一幻）
第十八条）
（恥）
●を徴するｊｂのとする。（学生準則第九条集会）
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「
学
生
準
則
」
に
お
い
て
「
事
前
に
学
生
課
に
原
稿
を
提
出
し
副
学
長
の
承
認
」
を
受
け
る
こ
と
か
ら
、
「
学
生
心
得」においては「事前に補導教官又は顧問教官に原稿を提出し、その助言を受け副学長の承認」を受
けることになった。つまり「補導教官又は顧問教官」の「助一一一一巳による指導を明文化することで、表
現
活
動
を
規
制
し
よ
う
と
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
検
閲
／
監
視
が
強
化
さ
れ
て
い
く
な
か
で
、
「
琉
球
大
学
学
生
新
聞
』
第
三
○
号
（
一
九
五
八
年
七
月
が
い
て
、
「
あ
ち
こ
ち
、
小
さ
な
集
会
が
あ
っ
た
」
が
「
全
部
筒
抜
け
に
な
っ
て
い
た
」
と
い
う
よ
う
に
、
集
会
の
白
一羽）
由が奪われていたことを証一一一一口していた。
次に「出版」に関する項目を対照させてみよう。
補
導
教
官
又
は
顧
問
教
官
に
原
稿
を
提
出
し
、
そ
の
助
言
を
受
け
副
学
長
の
承
認
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
｜釦〉
（
学
生
、
心
得
第
八
章
出
版
第
一
一
一
条
）
生
課
に
原
稿
を
提
出
し
副
学
長
の
承
認
を
受
け
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。
（
学
生
準
則
第
一
学
生
又
は
学
生
の
諸
団
体
が
新
聞
、
雑
誌
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
そ
の
他
を
出
版
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
学
校
の
内
外
を
問
は
ず
学
生
が
新
聞
、
雑
誌
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
そ
の
他
を
出
版
せ
ん
と
す
る
と
き
は
事
前
に
学
一加｝
一一条出版）
事
前
に
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｜四日）は、二千三百字余りが「△△△△△△」という伏せ字で埋められた状態で発行された。この
伏せ字の部分は大田昌秀によれば、「第一一一回定例学生総会での決議全文、すなわち百用国ご持込み及
び
原
水
爆
基
地
化
絶
対
反
対
』
と
「
勤
評
は
教
育
の
反
動
化
』
と
題
す
る
学
生
の
主
張
、
な
ら
び
に
原
水
協
設
立
の
〈犯｝
ニュースがふくまれていた」という。それは、一号前の第一一九号（一九五七年一一一月七日）におけ
る、「第一回定例会／原水協設立への協力／声明文を決議」という記事と符合している。
そ
も
そ
も
こ
の
伏
字
の
記
事
じ
た
い
は
、
第
三
回
定
例
学
生
総
会
の
報
告
で
、
予
算
審
議
を
経
て
総
会
の
最
後
に
提
案
さ
れ
た
緊
急
動
議
の
決
議
文
全
文
を
紹
介
し
よ
う
と
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
「
こ
こ
の
決
議
文
全
文
（
Ｉ
．
Ｒ・Ｂ・Ｍ持込み及び原水爆基地化絶対反対、勤務評定絶対反対）は学校当局の検閲により削除二
六
三
行
Ｔ
編
集
部
こ
主
た
「
『
原
水
協
設
立
の
動
き
」
の
記
事
及
び
大
城
学
生
会
長
の
談
話
は
当
局
の
検
閲
に
よ
り
削
除
」
、
三
学
生
活
動
一
般
方
針
』
は
学
校
当
局
の
検
閲
に
よ
り
削
除
」
と
書
き
記
さ
れ
て
い
た
。
新
里
盆
弘
の
「
勤
評
は
教
育
の
反
動
化
」
の
冒
頭
に
も
△
の
伏
せ
字
が
並
ん
だ
後
に
、
「
此
の
部
分
は
教
育
布
令
一
六
五
号
の
公
布
と
実
施
及
び
、
教
育
四
法
の
認
可
に
よ
る
、
そ
の
撤
廃
更
に
琉
球
政
府
首
脳
部
の
最
近
の
動
き
に
つ
い
ての考察がなされているが大学当局の検閲により削除（二十四行）」という言葉が続いていた。
こ
の
伏
せ
字
の
ま
ま
新
聞
を
発
行
し
た
意
義
に
つ
い
て
、
の
ち
に
同
紙
は
第
四
○
号
（
’
九
六
○
年
四
月
二
五
且
の
「
編
集
後
記
」
の
な
か
で
「
琉
大
学
生
新
聞
史
上
歴
史
的
な
大
き
な
成
果
と
反
響
を
ま
き
お
こ
し
た
」
と
位
置
づ
け
て
い
る
。
す
で
に
第
三
○
号
の
「
編
集
後
記
」
に
は
次
の
よ
う
な
記
述
が
見
ら
れ
る
。
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このような伏せ字による発行を試みたのはなぜだろうか。そのひとつの手がかりとして、学芸欄に
注
目
し
て
み
た
い
。
第
三
○
号
の
学
芸
欄
に
は
、
岡
本
定
勝
の
詩
「
六
月
の
う
た
」
、
知
念
友
男
の
「
出
口
の
な
い
戦
ママ
争
Ｉ
ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
問
題
と
フ
ラ
ン
ス
」
「
人
間
と
実
存
（
上
）
」
、
矛
盾
グ
ル
ー
プ
の
「
い
じ
ら
し
き
抵
抗
え
の
一
批
判
」
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
な
か
で
も
執
筆
者
が
明
記
さ
れ
て
い
な
い
矛
盾
グ
ル
ー
プ
の
文
章
は
、
概
念
を
消
化
で
き
な
い
ま
ま
の
硬
直
し
た
言
葉
で
書
き
な
ぐ
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
は
学
生
運
動
の
停
滞
を
嘆
く
心
情
か
ら
出
て
き
て
い
る
。
そ
の
心
情
は
、
「
姫
百
合
の
乙
女
等
が
岩
に
刻
ん
だ
爪
の
跡
、
鉄
血
勤
皇
に
す
べ
て
を
か
け
た
健
児
等
の
歌
、
これらは二度と歌いそして経験してはならない」「彼等の無一一一一口の教えを吾々は再考すべき段階に時代
は来ているのである」「吾々が原水爆基地化に反対するのは単なる掛け声でもなければ理論でもない。
（釧一
五口々の経験が云うのだ」という考えから導き出されたものである。沖縄戦によって命を奪われた人た
ち
の
無
言
の
歌
に
耳
を
す
ま
せ
な
が
ら
「
原
水
爆
基
地
化
に
反
対
す
る
」
姿
勢
が
「
伏
字
」
に
よ
る
抵
抗
の
表
現
を
選
ん
だ
と
は
い
え
ま
い
か
。
そ
し
て
ま
た
死
者
と
向
き
合
う
姿
勢
は
、
別
の
表
現
者
の
言
葉
の
響
き
を
た
ぐ
り
寄
せ
て
く
今
回
我
々
の
新
聞
が
伏
字
で
発
行
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
こ
と
を
残
念
に
思
う
。
こ
の
件
で
当
局
と
再
三
折
衝
を
重
ね
て
来
た
が
拒
否
さ
れ
た
。
再
び
こ
の
よ
う
な
新
聞
が
我
々
の
前
に
あ
ら
わ
れ
な
い
為
に
全
学
生
に
訴
（鋼｝
え
た
い
１
・
「
検
閲
制
」
を
廃
し
て
「
届
出
制
」
に
す
る
運
動
を
強
力
に
展
開
し
て
も
ら
い
た
こ
と
を
。
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フ（》。
一人のささやきが百人の叫びになるまで
一
人
の
き
き
や
き
は
消
え
は
し
な
い
冷
静
と
い
う
口
実
で
沈
黙
を
守
る
者
た
ち
よ
君
た
ち
は
聞
く
で
あ
ろ
う
。
夜
、
寝
床
に
は
い
る
と
き
、
あ
る
い
は
ね
む
り
に
つ
い
た
と
き
遠
く
に
聞
こ
え
る
潮
騒
の
中
に
か
す
か
に
聞
こ
え
る
枯
木
の
梢
の
風
の
音
に
耳
を
つ
ん
ざ
く
爆
音
の
中
に
海
に
消
え
た
息
子
の
山
に
た
お
れ
た
父
の
空
に
散
っ
た
兄
の
血に染まった叫び声を
そ
の
声
は
け
っ
し
て
沈
黙
せ
よ
と
は
い
っ
て
い
な
い
は
ず
だ
そ
の
声
は
無
批
判
に
信
ぜ
よ
と
は
い
っ
て
な
い
は
ず
だ
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ま
た
こ
こ
で
「
第
一
次
琉
大
事
件
」
で
処
分
さ
れ
た
学
生
た
ち
が
、
朝
鮮
戦
争
に
関
わ
る
「
燈
火
管
制
」
に
従
わ
ず
、
ま
た
春
休
み
に
「
原
爆
展
」
を
開
催
し
た
背
景
に
は
、
沖
縄
戦
で
亡
く
な
っ
た
学
生
た
ち
の
存
在
が
あ
っ
た
こ
と
こ
れ
は
、
中
里
友
豪
が
『
琉
球
大
学
学
生
新
聞
』
第
二
九
号
（
一
九
五
七
年
一
二
月
七
日
）
に
発
表
し
た
詩
「
た
と
へば長い灰色のこ」の抜粋である。詩の末尾に「（’九五六・’一・一三）」という日付が刻印される
こ
と
で
、
「
第
二
次
琉
大
事
件
」
に
よ
っ
て
学
生
た
ち
が
除
籍
処
分
を
受
け
、
そ
れ
に
対
し
て
学
内
が
「
沈
黙
」
に
覆
わ
れ
て
い
た
状
況
を
表
し
て
い
る
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
そ
し
て
そ
の
沈
黙
を
破
る
こ
と
を
呼
び
か
け
る
の
は
死
者
た
ち
の声である。
珊
瑚
礁
の
上
に
諦
観
の
思
想
が
芽
を
出
し
た
珊
瑚
礁
の
上
に
大
き
な
腫
物
が
出
来
た
人
々
は
カ
マ
を
握
る
の
を
忘
れ
た
人
々
は
メ
ス
を
持
つ
の
を
恐
れ
た
し
か
も
そ
れ
ら
は
（箔》
誰
に
で
も
手
の
と
ど
く
所
に
あ
る
の
だ
Ｉ
．
し
か
し
、
君
達
は
黙
っ
て
い
る
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こ
れ
ら
三
者
の
表
現
に
共
通
す
る
の
は
、
戦
死
者
の
呼
び
か
け
に
耳
を
す
ま
せ
て
応
答
し
よ
う
と
す
る
姿
勢
で
あ
る
。
そ
し
て
彼
ら
が
沖
縄
戦
の
戦
場
と
ア
メ
リ
カ
占
領
下
の
現
状
を
結
び
つ
け
な
が
ら
戦
争
に
つ
な
が
る
も
の
を
批
判
し
て
い
る
点
を
見
逃
し
て
は
な
ら
な
い
。
米
軍
は
発
行
停
止
や
回
収
に
よ
っ
て
、
何
も
な
か
っ
た
か
の
よ
う
に
検
閲
の
実
態
を
隠
蔽
し
よ
う
と
し
た
。
そ
れ
に
対
し
、
「
琉
球
大
学
学
生
新
聞
』
が
あ
え
て
伏
せ
字
を
用
い
た
こ
と
は
、
伏
せ
ら
れ
た
文
字
と
検
閲
の
存
在
を
絶
え
ず
読
者
に
喚
起
さ
せ
る
。
そ
れ
は
、
沖
縄
が
「
太
平
洋
の
要
石
」
と
し
て
軍
事
植
民地化されていくことによって、戦争に巻き込まれる現状に対して思考を停止しないように呼びかけ
る
表
現
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
そ
の
表
現
に
向
か
う
背
景
に
は
、
同
時
期
に
執
筆
活
動
を
し
て
い
た
「
琉
大
文
学
」
の
存
在
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
を
思
い
出
し
て
お
き
た
い
。
か
っ
て
我
々
の
先
輩
達
は
帝
国
主
義
を
吹
き
こ
ま
れ
、
銃
を
か
つ
が
さ
れ
て
戦
場
に
追
い
や
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
こ
の
沖
縄
で
は
姫
百
合
、
健
児
の
悲
劇
で
若
い
学
生
達
が
虐
殺
さ
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
現
在
、
琉
球
の
学
生
た
ち
は
植
民
地
教
育
に
よ
っ
て
再
び
戦
争
へ
の
道
を
歩
ま
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
も
し
わ
れ
わ
れ
が
今
沈
黙
を
う
ち
破
っ
て
、
平
和
と
祖
国
復
帰
を
高
ら
か
に
訴
え
一
日
で
も
早
く
そ
れ
を
実
現
し
な
い
な
ら
ば
、
こ
の
琉
球
が
嘗
て
（鍋｝
歴
史
に
な
か
っ
た
程
の
悲
惨
と
滅
亡
の
深
淵
に
お
ち
こ
む
こ
と
は
あ
き
ら
か
で
す
。
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『琉球大学学生新聞』の主だった執筆者が新聞部の部員であったことは紙面からうかがえるが、学
芸欄に関しては少々様相が異なる。学芸欄を見ていくと、喜舎場順、宮城妙子、宮城美智子、いれい
たかし（伊礼孝）、ぎますすむ（儀間進）、清田政信、中里友豪、岡本定勝、東風平恵典、松原伸彦、
城原啓司、新城貞男（新城貞夫）、宮平昭、新城兵一といった名前が並んでいるが、みな『琉大文学』
の同人である。彼ら彼女らは学芸欄において、詩や短歌や批評を発表するだけでなく、『琉大文学』
を
批
評
す
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
『琉大文学」同人がどういった経緯で『琉球大学学生新聞」に執筆するようになったのかについて閲検
は、紙面から判断することは難しい。だが、「琉大週報」第一八号二九五八年五月五日）では、学殿
生新聞の学芸欄の充実を呼びかけている。「〈主張〉大学新聞を再刊しよう」は、「現在、学内で最も厳け
必要なもの、一つは、大学新聞の再刊である」という訴えから始まる。そして、「学生教授事務職員ぉに
それぞれの要望を伝這える媒体として、新聞は大学生活に不可欠なもの」であり、「さらに、文芸欄を牌
充実し、青春に溢れる学園生活を詩によみ、激しい社会の変動を歌に、文に托すとき、われわれの情鰍
（幻）
９
 
操
は
、
よ
り
ゆ
た
か
に
な
る
」
と
述
べ
て
い
た
。
２
 
５
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この『琉大週報』が出るまでの学生新聞を見てみると、第一七号（’九五五年一○月二五日）の学
芸欄には、服部四郎の「沖縄と琉球大学の印象」や「ダニ熱の診断」「シノグを見る」「蛋白質とアミ
ノ酸の栄養」といった研究レポートが並ぶなかで、喜舎場順の詩「シダの葉１１ひめゆりの塔にて」
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
二両向【□少呂のシカゴの若者たちが
笑
っ
て
ポ
ー
ズ
し
て
い
る
太
陽
は
あ
碑
の
前
で
は
七
月
の
海
の
藻
草
が
お
し
よ
せ
る
波
の
悲
し
み
を
知
ら
な
か
っ
た
の
か
？
そ
て
つ
の
葉
の
下
の
ふ
く
れ
あ
が
っ
た
屍
の
黒
い
蝿
の
つ
ば
き
の
音
が
消
え
て
し
ま
っ
た
の
か
？
［中略］
あ
だ
ん
の
葉
影
か
ら
も
見
え
た
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ま
た
、
第
二
六
号
（
一
九
五
七
年
一
一
一
月
一
日
）
で
は
、
教
員
に
混
じ
っ
て
、
ぎ
ま
・
す
、
む
の
「
沖
縄
文
学
批
判
覚
え
書
き
ｌ
民
族
文
学
の
新
た
な
脱
皮
と
発
展
」
と
ミ
ャ
ギ
タ
エ
コ
（
宮
城
妙
子
一
の
詩
「
だ
る
ま
」
が
並
ん
で
い
た
。
続
く
第
二
七
号
（
’
九
五
七
年
五
月
一
○
日
）
の
学
芸
欄
に
は
、
清
田
政
信
が
詩
「
ひ
か
ら
び
た
風
景
」
を
、
い
れ
い
た
か
し
が
沖
縄
芝
居
を
評
し
た
「
沖
縄
に
於
け
る
大
衆
と
大
衆
劇
の
問
題
」
を
発
表
し
て
い
る
。
ま
た
第
二
九
号
（一九五七年一二月七日）には中里友豪の「たとへば長い灰色のこ」、宮城妙子の「朝に」などの詩が
紙
面
に
登
場
し
て
い
た
。
も
ち
ろ
ん
、
「
文
芸
欄
の
充
実
」
と
は
、
必
ず
し
も
学
生
に
よ
る
表
現
を
指
し
て
い
た
わ
け
ではないだろうが、『琉大文学』同人が参加することで紙面に個性が表れてきたのも確かである。
一九五八年に限っても、岡本定勝の詩「六月のうた」（第三○号、一九五八年七月一四日）、東風平
恵典「映画評『武器よさらぱ』」、清田政信「本土旅行から」（第三一号、’九五八年一一月一九日）、
森山繁の俳句「冬の川」、岡本定勝の詩「煙」（第三一一号、一九五八年一一一月五日）など、『琉大文学』
う
ご
め
い
て
い
る
暗
い
穴
の
ぬ
れ
た
シ
ダ
の
植
物
の
葉
は
一
葉
の
記
念
写
真
で
し
か
な
か
っ
た
隠
蔽
さ
れ
た
怒
り
が
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同人の作品が掲載されていた。
’
九
五
八
年
に
『
琉
大
文
学
』
は
第
二
巻
第
五
号
（
通
巻
第
一
五
号
、
一
九
五
八
年
五
月
八
日
発
行
）
と
第
六
号
（
通
巻
第
一
六
号
、
一
九
五
八
年
一
二
月
六
日
）
を
発
行
し
て
い
る
が
、
両
号
と
も
に
編
集
責
任
を
つ
と
め
た
の
は
、
中
里
友
豪
、
岡
本
定
勝
、
清
田
政
信
で
あ
っ
た
。
中
里
は
部
長
を
引
き
受
け
た
頃
に
学
生
課
に
出
向
き
、
「
今
後
絶
対
検閲を受けない、問題が起こったら僕が責任を取るからと言って、そのまま出し続けた」が、「何と
一羽）
もなかった」と検閲を拒否した経緯をのちに証一一一一口している。このように検閲を拒否して表現活動を続
けていた「琉大文学』同人たちの批判精神が「琉球大学学生新聞』第一一一○号（’九五八年七月）の
「
伏
字
」
と
い
う
表
現
に
流
れ
こ
ん
で
い
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
『
琉
球
大
学
学
生
新
聞
」
と
「
琉
大
文
学
』
と
の
か
か
わ
り
に
つ
い
て
、
も
う
ひ
と
つ
別
の
角
度
か
ら
注
目
し
た
い
点
が
あ
る
。
同
紙
上
に
お
い
て
『
琉
大
文
学
』
の
同
人
た
ち
が
『
琉
大
文
学
』
を
評
す
る
試
み
で
あ
る
。
「
琉
球
大
学
学生新聞」の第三七号（一九五九年一二月四日）では、東風平恵典が「モチーフの乏しきｌ「琉大文
学」二巻七号の作品から」を書いている。東風平は、『琉大文学』第二巻第七号（通巻第一七号、’
九
五
九
年
七
月
八
日
発
行
）
の
「
発
刊
か
ら
す
で
に
四
ヵ
月
が
過
ぎ
よ
う
と
し
て
い
る
」
時
点
か
ら
文
章
を
書
き
始
め
る。
そ
の
間
ぼ
く
た
ち
に
あ
っ
た
の
は
正
直
な
所
、
自
己
満
足
か
ら
自
己
嫌
悪
へ
の
反
復
回
帰
の
み
だ
と
い
う
自
覚
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東風平は、なれあいのような状態からの脱却を求める問題意識から「二巻七号」を読み返し、雑誌
全
体
を
多
う
「
モ
チ
ー
フ
の
乏
し
さ
」
を
指
摘
し
て
い
っ
た
。
ま
た
第
四
二
号
（
一
九
六
○
年
五
月
一
一
五
日
）
で
は
、
松
原
伸
彦
と
城
原
啓
司
が
「
沖
縄
の
危
機
的
現
実
と
は
ｌ
『
琉
大
文
学
」
第
八
号
の
感
想
批
評
」
と
題
し
て
『
琉
大
文
学
』
第
二
巻
第
八
号
（
通
巻
第
一
八
号
、
’
九
五
九
年
一
二
月
）
の
批
評
・
小
説
・
詩
を
評
し
て
い
た
。
ざ
ら
に
、
第
四
三
号
〈
’
九
六
○
年
六
月
一
七
日
）
で
は
、
清
田
政
信
が
「
愛
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
は
ｌ
琉
大
文
学
（
二
巻
九
号
）
批
判
」
を
書
い
て
い
る
。
詩
人
の
清
田
は
、
主
に
詩
や
詩
に
関
す
る
批
評
を
書
い
て
い
た
。
だ
が
、
この文章では珍しく『琉大文学』第二巻第九号（一九六○年五月二一一一日）に掲載された小説を評して
いた。詩を評するときと同じく作品の論理性や必然性を厳しく問いかけていく。福地恒夫の「証言の
成
立
」
に
お
い
て
主
人
公
が
「
自
分
の
予
感
が
こ
ん
な
に
見
事
に
的
中
し
た
こ
と
が
、
あ
っ
け
な
く
思
う
ほ
ど
だ
っ
た
」
と
つ
ぶ
や
い
た
こ
と
に
対
し
、
「
作
者
自
身
『
証
言
の
成
立
」
が
意
外
に
も
早
か
っ
た
の
に
あ
っ
け
な
く
思
わ
な
か
っ
た
ろ
う
か
」
と
述
べ
て
、
小
説
内
の
不
用
意
な
表
現
と
物
語
の
展
開
の
問
題
点
を
指
摘
す
る
。
ま
た
、
城
原
啓
司
だ
け
の
よ
う
で
あ
る
。
そ
れ
に
、
ぼ
く
た
ち
が
雑
誌
発
行
の
度
に
感
じ
て
来
た
の
は
、
お
互
い
の
作
品
が
わ
か
り
過
ぎ
る
位
わ
か
る
と
い
う
事
で
も
あ
っ
た
。
た
め
に
、
自
然
合
評
会
は
軽
視
さ
れ
、
作
品
は
粗
雑
な
処
理
を
受
け
る事になる。この事は、今後ぼくたちが意欲的な創作態度を持ち続けて行くのに一つの障壁にな
｛抑｝
る
事
は
明
か
な
事
だ
ろ
う
。
障
壁
は
破
壊
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
も
又
明
ら
か
だ
が
。
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の「坊僅」について、「消化されてない一一一一口葉の濫用も目につく」と指摘したように、言葉の問題を手
放
さ
ず
に
小
説
と
向
き
合
っ
て
い
た
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
に
『
琉
球
大
学
学
生
新
聞
」
の
学
芸
欄
を
使
っ
て
、
『
琉
大
文
学
』
同
人
た
ち
は
『
琉
大
文
学
』
の
相
互
批
評
を
お
こ
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
〈㈹）
ま
た
、
こ
の
相
互
批
評
的
な
展
開
に
対
し
て
、
安
里
史
英
は
「
ナ
ル
シ
ス
ト
の
演
技
」
（
第
四
四
号
、
一
九
六
○
年（弧一
七月一五日）で「琉大文学』を批判し、それに対して第四五号（’九一ハ○年一○月一一○日）で平逸郎
（翅〉
が
、
第
四
六
号
（
’
九
六
○
年
一
一
一
月
一
日
）
で
松
原
伸
彦
が
そ
れ
ぞ
れ
反
論
し
た
よ
う
に
、
「
琉
大
文
学
』
を
め
ぐ
っ
て
論
争
が
繰
り
広
げ
ら
れ
て
い
っ
た
。
本
稿
で
は
十
分
に
論
じ
ら
れ
な
か
っ
た
が
、
『
琉
大
文
学
』
同
人
の
多
く
が
『
琉
球
大
学
学
生
新
聞
』
に
作
品
を
書
いていたことは、『琉大文学」とは異なる表現の場において一一一一口葉による表現を通じて思考することの
可
能
性
を
提
起
し
よ
う
と
し
て
い
た
か
ら
だ
と
考
え
た
い
。
新
聞
の
表
現
は
多
く
の
読
者
を
想
定
し
て
明
確
さ
が
求
め
ら
れ
る
が
、
そ
の
一
方
で
、
わ
か
り
や
す
い
言
葉
に
よ
っ
て
複
雑
な
状
況
を
単
純
化
し
て
し
ま
い
、
そ
の
記
事
を
読
む
読
者
の
思
考
の
幅
を
狭
め
る
恐
れ
が
あ
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、
「
伏
字
」
は
読
者
を
立
ち
止
ま
ら
せ
て
空
白
の
部
分
を
想
像
さ
せ
る
と
と
も
に
検
閲
の
ま
な
ざ
し
に
さ
ら
さ
れ
て
い
る
現
状
を
思
考
す
る
き
っ
か
け
と
な
る
の
で
あ
る
。
そ
の
意味では、『琉大文学』が駆使する批判的想像力が、『琉球大学学生新聞』の「伏字」という表現にも
流
れ
込
ん
で
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
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記事はさらに、「伏字新聞」を渡された安井郁原水協理事長の「ひどい、軍国主義時代の新聞以上だ」
と
い
う
声
を
紹
介
し
て
い
た
。
し
か
し
、
「
伏
字
新
聞
」
の
評
判
は
あ
ま
り
良
く
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
大
田
昌
秀
は
、
「
伏
字
新
聞
」
の
発
行
に
つ
い
て
「
学
校
当
局
と
じ
っ
く
り
話
合
う
誠
意
に
欠
け
、
意
識
的
な
反
抗
だ
（Ⅱ｜ 
け
が
浮
ん
で
残
念
だ
っ
た
」
と
述
べ
て
い
た
。
前
述
の
よ
う
に
、
『
琉
球
大
学
学
生
新
聞
』
第
三
○
号
（
’
九
五
八
年
七
月
）
が
「
伏
字
」
で
発
行
さ
れ
た
後
の
動
向
は
ど
う
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
紙
面
は
、
「
学
生
運
動
の
停
滞
」
を
そ
の
ま
ま
反
映
し
た
よ
う
な
内
容
に
な
り
、
論
調
の
雄
々
し
さ
と
学
生
会
活
動
を
伝
え
る
紙
面
の
言
葉
と
の
あ
い
だ
に
開
き
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。
「
伏
字
新
聞
」
の
反
響
と
し
て
、
第
四
回
原
水
爆
禁
止
世
界
大
会
二
九
五
八
年
八
月
九
日
）
に
参
加
し
た
代
表
の
発
言
を
以
下
の
よ
う
に
掲
載
す
る
。
四
「
伏
字
新
聞
」
以
後
の
検
閲
を
め
ぐ
る
言
説
沖
縄
に
お
い
て
は
、
言
論
、
出
版
の
自
由
も
さ
ま
た
げ
ら
れ
て
お
り
ま
す
。
た
と
え
ば
琉
球
大
学
で
は
学
生
自
治
会
が
核
武
装
反
対
及
び
本
大
会
へ
の
参
加
を
決
議
し
た
の
で
あ
り
ま
す
が
、
琉
球
大
学
学
生
新
聞
が
ふ
せ
字
の
（旧｝
ま、発行して無一一一一口の抵抗を示している。
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ところで、「伏字新聞」が発行された後の第一一一一号（一九五八年一一月一九日）から第三五号（’
九
五
九
年
六
月
一
三
日
）
に
か
け
て
紙
面
で
多
く
と
り
あ
げ
ら
れ
て
い
た
の
は
、
琉
球
大
学
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
エ
事
の
た
め
に
円
覚
寺
の
放
生
池
を
埋
め
立
て
る
問
題
で
あ
っ
た
。
だ
が
、
『
琉
球
大
学
学
生
新
聞
」
第
三
四
号
（
一
九
五
九
年
四
月
二
八
日
）
の
「
放
生
池
問
題
」
を
扱
っ
た
記
事
の
そ
ば
に
は
、
見
逃
せ
な
い
痕
跡
が
紙
面
に
刻
印
さ
れ
て
い
た
。
「
大
学
管
理
法
の
構
想
と
そ
の
問
題
点
」
は
、
あ
い
ま
い
な
琉
球
大
学
の
性
格
を
「
大
学
管
理
法
」
に
よ
っ
て
明
確
化
し
、
大
学
自
治
を
確
立
す
る
こ
と
を
主
張
し
て
い
る
が
、
そ
の
末
尾
に
お
い
て
「
機
構
整
備
に
当
っ
て
本
学
が
解
決
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
問
題
は
、
他
に
も
多
い
。
琉
大
機
構
の
中
で
の
琉
大
財
団
や
」
の
あ
と
、
五
行
ほ
ど
墨
で
ぬ
り
つ
ぶ
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
の
五
行
は
、
「
ま
た
現
在
の
学
生
に
対
す
る
不
当
な
規
制
は
当
然
と
り
去
る
べ
き
で
あ
り
、
そ
の
為
に
も
学
生
教
授
は
強
く
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
い
う
一
文
へ
と
続
い
て
い
る
が
、
こ
の
墨
で
ぬ
り
つ
ぶ
さ
れ
た
五
行
に
は
何
が
書
か
れ
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。
『琉大タイムズ』第一一号（一九六○年一○月一五日）に掲載された記事には、「本学とミシガン大
（帽｝
学との関係を解説した記事が一二行程墨で消された」と述べられていた。琉球大学は創立問もない頃よ
（妬｝
り
ミ
シ
ガ
ン
州
立
大
学
か
ら
教
員
が
派
遣
さ
れ
て
く
る
な
ど
両
者
の
関
係
は
極
め
て
密
接
で
あ
っ
た
。
お
そ
ら
く
そ
の
関
係
を
批
判
的
に
「
解
説
し
た
記
事
」
が
掲
載
さ
れ
た
の
だ
ろ
う
。
これまでも大学当局によって雑誌が回収され（「琉大文学』第八号、一九五五年二月）、事前検閲の
手続きを経なかった雑誌が停刊処分となり（「琉大文学』第二巻第一号、一九五六年三月）、また事前
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検閲によって新聞も発行停止（『琉球大學新聞』第一一一一一・二四号、一九五六年一○・’一月）となっ
たが、その後「伏字」のままで新聞を発行する（『琉球大学学生新聞」第三○号、一九五八年七月一
四
日
）
な
ど
、
大
学
当
局
が
学
内
の
表
現
活
動
に
介
入
し
て
く
る
こ
と
が
多
く
見
ら
れ
た
。
で
は
、
当
の
大
学
当
局
は
ど
の
よ
う
に
検
閲
を
考
え
て
い
た
の
か
。
こ
れ
に
つ
い
て
ふ
れ
た
貴
重
な
記
録
が
あ
る
。
『琉大タイムズ』第四号は、「自治活動を阻む検閲制」という特集記事のなかで、『琉大文学』と
『琉球大学学生新聞』をとりあげている。『琉球大学学生新聞』は「創刊当時は細部にわたって検閲が
行
な
わ
れ
た
が
、
そ
の
後
、
い
く
ら
か
か
ん
和
さ
れ
、
一
九
五
四
年
学
生
新
聞
の
編
集
長
を
つ
と
め
た
こ
と
の
あ
る
古
我
知
勇
さ
ん
は
『
わ
れ
わ
れ
の
こ
ろ
は
特
別
に
検
閲
に
よ
り
削
除
さ
れ
る
よ
う
な
こ
と
は
あ
ま
り
な
か
っ
た
。
『
天
井
のラクガキ」欄のところの記事に一寸文句をいわれたことがあったが』と語っているように『琉大文
当局の声がとりあげられていた。一辺
学』の回収事件のような大きな事件はおこらなかった」という。それから第三○号の「伏字」につい
て説明したあと、「最近は学生新聞に対する検閲もいくぶんよくなったという声」を聞くことに対し、
「最近はだいぶ緩和されたと思う。顧問には注意されたり、一一一一口い争ったりする時もあるが、記事が削
｛肥）
除されることはない」という学生新聞スタッフの声を紹介していた。そして、関係者の一戸として琉大
新
垣
学
生
部
長
学
生
は
出
版
の
規
定
が
沖
縄
の
特
殊
事
情
か
ら
く
る
も
の
だ
と
誤
解
し
て
い
る
の
で
は
な
い
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両
者
の
発
言
で
は
、
学
生
へ
の
「
指
導
」
は
当
然
の
前
提
と
な
っ
て
い
る
。
そ
れ
は
学
生
を
教
え
導
く
側
の
姿
勢
が
反
映
し
た
も
の
だ
ろ
う
。
だ
が
、
「
本
土
の
大
学
」
や
「
商
業
新
聞
」
と
比
較
し
、
問
題
を
一
般
化
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
ア
メ
リ
カ
占
領
を
「
特
殊
事
情
」
と
み
な
さ
ず
、
占
領
を
正
当
化
す
る
こ
と
に
な
ら
な
い
だ
ろ
う
か
。
「
客
観
的
」
に
書
く
訓
練
が
必
要
だ
と
し
て
も
、
「
で
き
る
だ
け
公
正
に
」
書
か
れ
た
個
性
の
な
い
記
事
に
学
生
は
満
足
す
る
の
だ
ろ
中
村
補
導
課
長
布
令
に
よ
り
学
長
名
で
政
府
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
、
学
校
出
版
物
に
対
し
て
ど
の
よ
う
な
内
容
で
あ
る
か
、
申
請
内
容
は
相
反
し
て
い
な
い
か
を
検
討
し
て
注
意
し
指
導
し
て
い
る
だ
け
で
言
論
、
出
版
の
自
由
の
弾
圧
と
解
さ
れ
て
は
困
る
。
最
近
は
出
版
物
の
規
定
は
緩
和
さ
れ
て
い
る
と
度
々
き
く
が
そ
一⑩〉
んなことはない、以前同様当局では検討し、指導、助一一一口を与えている。
か
。
本
土
の
大
学
に
も
こ
の
よ
う
な
規
定
は
あ
る
こ
と
だ
し
、
学
生
諸
君
は
神
経
質
に
な
り
す
ぎ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
学
生
新
聞
は
商
業
新
聞
に
比
べ
る
と
よ
り
自
由
が
与
え
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
が
や
や
も
す
る
と
、
何
で
も
書
き
た
い
放
題
に
し
て
、
一
人
の
人
間
が
い
か
に
も
大
学
を
代
表
し
て
い
る
か
の
ど
と
く
新
聞
を
つ
く
る
危
険
性
が
あ
る
。
で
き
れ
ば
新
聞
に
く
わ
し
い
先
生
方
が
編
集
員
と
な
っ
て
、
わ
り
き
っ
て
客
観
的
な
記
事
を
書
く
よ
う
に
な
れ
ば
理
想
的
だ
と
思
う
。
で
き
る
だ
け
、
公
正
に
単
な
る
主
観
、
一
人
よ
が
り
を
し
な
い
で
新
聞
を
つ
く
れ
ば
問
題
に
な
ら
な
い
と
思
う
。
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この発一一一一口を「新春放談」だからといって見過ごすことはできない。「放談」だからこそ、かえって
物
事
を
的
確
に
と
ら
え
て
い
る
と
は
い
え
ま
い
か
。
『
琉
球
大
学
学
生
新
聞
』
に
み
ら
れ
る
硬
直
し
た
言
葉
と
は
対
極
的
だ
が
、
学
生
た
ち
の
息
づ
か
い
を
伝
え
て
い
る
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
だ
が
、
た
と
え
「
放
談
」
で
あ
っ
て
も
、
内
容
う
か
。
ま
た
大
学
当
局
か
ら
の
「
指
導
」
や
「
助
言
」
は
、
そ
れ
ま
で
の
一
一
度
に
わ
た
る
「
琉
大
事
件
」
の
記
憶
を
持
つ
学
生
た
ち
に
と
っ
て
「
除
籍
」
を
連
想
さ
せ
る
よ
う
な
「
恐
れ
」
を
導
い
て
し
ま
う
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
「
学
生
心
得
」
の
「
事
前
検
閲
」
が
学
生
た
ち
の
心
を
縛
る
伽
に
な
っ
て
い
る
こ
と
に
は
想
像
が
及
ん
で
い
な
い
。
少
な
く
と
も
、
権
力
を
前
に
思
考
を
停
止
し
て
無
批
判
に
従
う
学
生
を
つ
く
る
こ
と
は
「
教
育
」
と
は
い
え
な
い
か
ら
だ
。
この大学当局の声をとりあげた「琉大タイムズ』第四号の第一面には「新春放談」が掲載されてい
る
が
、
そ
の
内
容
は
「
琉
大
生
の
無
気
力
」
を
め
ぐ
る
も
の
で
あ
る
。
「
琉
大
生
の
無
気
力
」
の
原
因
と
し
て
、
五
六
年
に
「
六
名
の
学
生
が
退
学
処
分
を
く
ら
っ
た
」
こ
と
を
あ
げ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
沖
縄
じ
ゃ
、
何
か
行
動
を
お
こ
せ
ば
即
時
的
に
身
に
せ
ま
る
よ
う
な
制
裁
が
加
え
ら
れ
る
。
恐
さ
と
い
う
も
の
を
実
感
と
し
て
う
け
と
め
て
い
る
わ
け
な
ん
で
す
。
何
し
ろ
一
た
び
ク
ア
カ
〃
の
レ
ッ
テ
ル
を
は
ら
れ
た
ら
沖
縄
に
お
い
て
は
お
し
ま
い
で
す
。
そ
れ
が
恐
い
。
恐
い
か
ら
行
動
し
な
い
。
そ
れ
が
だ
ん
だ
ん
度
を
こ
し
て
（帥）
無
気
力
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
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「
ア
チ
ラ
さ
ん
」
と
い
う
言
い
方
や
ひ
ら
が
な
の
多
用
に
よ
っ
て
「
放
談
」
の
雰
囲
気
を
か
も
し
だ
そ
う
と
し
つ
つ
も
、
こ
の
「
新
春
放
談
」
を
掲
載
し
た
紙
面
を
大
学
当
局
が
日
に
す
る
こ
と
が
頭
に
あ
る
か
ら
な
の
か
、
「
自
己
検
閲
」
という一一一一口葉がかえってうきあがっているように見える。また、切実な問題を切実な思いとかけ離れた
一言葉に置き換えてしまう思考のあり方が「琉大生のほとんどにあるんじゃないか」とまとめたところ
は、「事前検閲」に備えて「自己検閲」をくりかえすことで自分の考えを偽り、言葉をねじまげるこ
と
に
よ
っ
て
自
分
自
身
を
失
う
事
態
に
追
い
込
ま
せ
る
大
学
当
局
へ
の
強
い
批
判
と
な
っ
て
い
る
。
そ
し
て
そ
れ
は
ま
た「無関心」にふるまうことで心身が蝕まれていくことを琉球大学の学生たちに伝えようとする呼び
か
け
で
も
あ
る
だ
ろ
う
。
が
内
容
で
あ
る
だ
け
に
、
「
検
閲
」
を
語
る
言
葉
に
は
ど
こ
か
強
ば
り
が
見
ら
れ
る
。
私
た
ち
が
い
い
た
い
こ
と
、
か
き
た
い
こ
と
を
新
聞
に
発
表
し
た
と
し
ま
す
ね
。
そ
れ
が
た
ま
た
ま
ア
チ
ラ
さ
ん
の
気
に
さ
わ
る
よ
う
な
も
の
と
思
わ
れ
る
場
合
は
で
す
ね
、
当
局
は
そ
の
部
分
を
カ
ッ
ト
す
る
わ
け
で
す
。
そ
う
い
う
こ
と
が
た
び
た
び
に
な
り
ま
す
と
私
達
は
学
生
部
に
出
す
前
に
こ
う
い
う
こ
と
を
書
け
ば
け
ず
ら
れ
る
か
ら
こ
う
な
お
し
て
と
い
う
よ
う
に
自
己
検
閲
し
て
し
ま
う
。
［
中
略
］
そ
の
考
え
方
が
琉
大
生
の
ほ
と
ん
ど
に
あ
一別）
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
田
心
う
ん
で
す
。
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『琉球大学学生新聞』第一一一六号（一九五九年二月六日）には、「新学生会長に幸喜君（国一一一）／異
例の無投票当選」が一面に掲載された。これは国文科の幸喜良秀が一九六○年度の学生会長に無投票
で当選した記事だが、「張りの無かった選挙気運／気がかりな学生の無関心」という別の見出しが目
立
つ
よ
う
に
、
こ
の
無
投
票
当
選
に
は
「
第
二
次
琉
大
事
件
」
以
後
の
学
生
運
動
の
停
滞
が
あ
ら
わ
に
な
っ
て
い
た
。
だ
が
、
演
劇
部
に
属
し
て
い
た
幸
喜
の
学
生
会
長
就
任
に
よ
っ
て
、
学
生
会
は
活
気
を
持
ち
始
め
、
紙
面
も
そ
の
勢
い
に
引
っ
張
ら
れ
て
い
く
よ
う
に
な
る
。
第
三
八
号
（
’
九
六
○
年
一
月
八
日
）
に
は
第
二
面
全
体
を
使
っ
て
「
基
地
と
損
害
賠
償
Ｉ
石
川
Ｚ
機
事
件
を
中
心として」が掲載される。これは、一九五九年六月一一一○日に、石川市立宮森小学校に米軍のジェット
機
が
墜
落
・
炎
上
し
、
死
者
十
七
人
、
負
傷
者
二
百
人
余
、
校
舎
と
民
家
二
十
五
棟
が
全
半
焼
し
た
「
宮
森
小
学
校
ジェット機墜落事件」から半年が経って問題となった「損害賠償」をとりあげた記事である。この記
事
の
末
尾
に
は
次
の
よ
う
な
言
葉
が
書
き
連
ね
ら
れ
て
い
た
。
五
状
況
に
向
き
合
う
未
来
の
沖
縄
を
予
見
す
る
だ
け
で
、
わ
れ
わ
れ
の
胸
は
苦
し
い
。
予
見
せ
ず
に
い
る
こ
と
は
な
お
さ
ら
の
こ
と
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こ
こ
で
「
県
民
」
と
い
う
言
葉
を
用
い
て
い
る
の
は
、
沖
縄
が
ア
メ
リ
カ
の
占
領
下
に
あ
る
こ
と
で
日
本
か
ら
切
り
離
さ
れ
、
日
本
国
内
の
行
政
単
位
と
し
て
の
地
位
を
喪
失
し
て
い
る
こ
と
へ
の
抵
抗
の
あ
ら
わ
れ
で
あ
る
。
’
九
六
○
年
四
月
二
八
日
に
沖
縄
県
祖
国
復
帰
協
議
会
（
復
帰
協
）
が
結
成
さ
れ
る
際
、
名
称
に
あ
え
て
「
県
」
を
押
し
出
し
た
歴史的文脈を考えるとき、この一一一一口葉は切実に響いてくる。しかも、学生会は復帰協に加盟することを
決
め
、
「
学
外
団
体
加
盟
の
許
可
願
い
」
を
出
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
「
不
許
可
」
と
さ
れ
た
の
だ
っ
た
。
こ
れ
は
「
学
生
心
得
第
六
章
団
体
及
び
集
会
第
一
二
条
」
の
「
学
生
又
は
学
生
の
団
体
が
学
外
団
体
の
組
織
に
加
入
し
、
或
は
活
動
に
参
加
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
補
導
教
官
又
は
顧
問
教
官
の
助
言
を
受
け
学
生
部
長
の
承
認
を
受
け
な
け
（認｝
ればならない」という規定に沿って申毫萌したにもかかわらず、それが受理されなかったという意味で
あ
る
。
こ
う
し
た
動
き
は
第
四
○
号
（
’
九
六
○
年
四
月
二
五
日
）
お
よ
び
第
四
一
号
（
’
九
六
○
年
五
月
一
○
日
）
だ
。
［
中
略
］
石
川
Ｚ
機
事
件
に
よ
っ
て
、
我
々
県
民
も
あ
る
部
分
が
殺
さ
れ
、
焼
失
し
て
し
ま
っ
た
。
感
情
が
殺
さ
れ
、
理
性
が
焼
失
し
て
い
る
様
に
だ
。
暗
い
過
去
を
現
在
の
時
点
で
凝
視
す
る
こ
と
は
今
日
与
え
ら
れ
た
全
県
民
の
任
務
で
あ
る
。
原
爆
の
被
災
者
を
思
い
う
か
ば
せ
た
石
川
Ｚ
機
事
件
は
基
地
悪
が
圧
縮
さ
れ
た
も
の
で
あった。黒い影を残すばかりで他に何も残しはしない。／何も満足に与えられないこの現実をど
う
未
来
へ
の
変
革
た
ら
し
め
る
か
。
我
々
県
民
は
勇
気
と
団
結
と
を
も
っ
て
未
来
へ
の
変
革
た
ら
し
め
る
地
点
に
〈砲一
立
た
さ
れ
て
い
る
。
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｛誠一
その後、「第一二次ともいえる学生処分の発端となった」琉球大学の学生一一一人が起訴、有罪確定を経
て
一
年
の
停
学
処
分
を
受
け
る
事
件
が
起
き
た
。
一
九
六
○
年
一
○
月
一
二
日
、
社
会
党
委
員
長
浅
沼
稲
次
郎
の
刺
殺
事
件
が
起
き
た
こ
と
に
対
し
て
、
琉
球
大
学
学
生
会
は
一
○
月
二
○
日
の
抗
議
県
民
大
会
終
了
後
に
抗
議
デ
モ
を
予
定
していた。しかし、布令一三一一号「禁止される又は許可を必要とする示威行進及び集団行列並びに罰
則
」
に
定
め
ら
れ
て
い
た
「
四
八
時
間
前
に
届
け
出
が
な
か
っ
た
」
こ
と
を
理
由
に
那
覇
署
が
不
許
可
に
し
た
た
め
、
琉
球
大
学
学
生
会
は
布
令
を
無
視
し
て
抗
議
デ
モ
を
行
な
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
那
覇
署
は
「
布
令
違
反
」
と
し
た
が
、
学
生
会
側
は
デ
モ
行
進
不
許
可
は
「
基
本
的
人
権
の
侵
害
」
で
あ
る
と
対
抗
し
た
。
そ
の
後
、
学
生
会
指
導
者
九
で
大
き
く
と
り
あ
げ
ら
れ
て
い
た
。
そ
の
後
、
五
月
に
開
催
さ
れ
た
第
二
回
臨
時
総
会
で
復
帰
協
加
盟
を
決
め
る
が
、
こ
の
と
き
あ
わ
せ
て
学
内
の
出
版
や
集
会
を
規
制
す
る
「
学
生
心
得
」
の
改
正
を
要
求
す
る
と
と
も
に
、
米
国
民
政
府
広報誌『今日の琉球』（一九五七～七○年）と第七心理作戦部隊発行の「守礼の光』（一九五九～七三
（別一
年
）
の
琉
球
大
学
学
内
配
布
を
ボ
イ
コ
ッ
ト
す
る
こ
と
を
決
議
し
た
。
ま
た
、
一
九
六
○
年
六
月
一
九
日
に
ア
メ
リ
カ
大
統
領
ア
イ
ゼ
ン
ハ
ワ
ー
が
沖
縄
を
訪
れ
た
際
、
復
帰
協
を
中
心
に
復帰請願デモを行ったが、琉大学生会を中心とするデモ隊が琉球政府庁舎近くでデモを展開したため
に
、
ア
イ
ゼ
ン
ハ
ワ
ー
は
予
定
よ
り
早
め
に
コ
ー
ス
を
変
更
し
て
沖
縄
を
去
っ
た
。
こ
の
ア
イ
ク
デ
モ
の
後
、
学
生
会
に
対
す
る
ス
パ
イ
活
動
が
さ
か
ん
と
な
り
、
学
生
運
動
は
常
に
誰
か
に
見
ら
れ
て
い
る
不
安
の
な
か
で
の
活
動
で
あ
っ
（弱｝
た
と
い
う
。
その後、
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一
九
六
二
年
四
月
一
日
に
「
学
生
心
得
」
は
「
学
生
通
則
」
に
改
め
ら
れ
、
「
出
版
」
に
関
す
る
第
一
六
条
で
は
「
学
生
ま
た
は
、
学
生
の
諸
団
体
が
新
聞
、
雑
誌
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
、
そ
の
他
を
出
版
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
補
導
教
（釣｝
官、顧問教官の指導助一一一一口を受け、学生部長に届出なければならない」と書かれていた。この「学生通
則
」
に
改
定
さ
れ
た
あ
と
、
琉
球
大
学
の
学
生
た
ち
の
表
現
は
ど
の
よ
う
に
変
わ
っ
て
い
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
ひ
と
つ
の視点として、『琉球大学学生新聞」の編集の中心を担った中屋幸吉の言葉を通じて検討することが
（㈹一
できるだろう。一九六○年代以降の『琉球大学学生新聞』に集う表現者たちは、「復帰／施政権返還」
（師一
人に対して一○月に那覇署、一一月に琉球巡回検事局が出頭を求め一二人が起訴された。
こ
の
よ
う
な
ア
メ
リ
カ
占
領
下
の
沖
縄
に
生
き
る
人
々
の
心
身
を
縛
り
つ
け
る
法
の
問
題
に
つ
い
て
、
本
稿
で
は
十
（詔）
分
に
論
じ
フ
○
こ
と
が
で
き
な
い
。
だ
が
、
一
点
だ
け
強
調
し
て
お
き
た
い
の
は
、
「
琉
球
大
学
学
生
新
聞
」
に
集
う
人々が、一一一一口葉による抵抗表現を通じて、布令や学則も含めた法の網目をかいくぐろうとしていた点で
ある。それは、「事前検閲」やＣＩＣという学内のスパイの監視のまなざしにさらされながら、『琉大
文学』同人たちが文学の言葉を通じて表現を試みたふるまいと重なりあっていく。『琉球大学学生新
聞』と「琉大文学」とのかかわりについては、今後さらに検討していきたい。
お
わ
り
に
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と
ど
の
よ
う
に
向
き
合
っ
て
い
た
の
か
、
「
復
帰
四
○
年
」
を
迎
え
る
現
在
改
め
て
検
証
す
る
必
要
が
あ
る
。
本
稿
は
当
初
、
「
琉
球
大
学
学
生
新
聞
」
の
学
芸
欄
に
掲
載
さ
れ
た
文
学
作
品
に
焦
点
を
当
て
て
論
じ
る
こ
と
を
考
え
て
い
た
。
し
か
し
、
学
芸
欄
だ
け
を
新
聞
紙
面
か
ら
ひ
き
は
が
そ
う
と
す
れ
ば
す
る
ほ
ど
、
他
の
紙
面
に
散
在
す
る
硬
直
し
た
言
葉
の
ほ
こ
ろ
び
に
引
っ
か
か
っ
て
し
ま
っ
た
。
文
学
作
品
だ
け
を
切
り
と
っ
て
、
文
学
と
い
う
枠
組
み
に
当
て
は
め
る
こ
と
に
違
和
を
感
じ
た
か
ら
で
あ
る
。
紙
面
を
め
く
る
う
ち
に
、
執
筆
者
の
依
拠
す
る
理
論
や
語
彙
も
移
り
変
わ
っ
て
い
く
け
れ
ど
も
、
新
聞
と
い
う
メ
デ
ィ
ア
に
お
い
て
言
葉
で
表
現
す
る
こ
と
を
通
じ
て
、
彼
ら
彼
女
ら
が
何
を
し
よ
う
と
し
た
の
か
、
そ
の
ふ
る
ま
い
に
目
を
凝
ら
す
こ
と
で
見
え
て
く
る
問
題
を
多
角
的
に
と
ら
え
る
こ
と
が
い
ま
求
め
ら
れ
て
い
る
。
本
稿
で
は
、
ア
メ
リ
カ
占
領
下
の
一
九
五
○
年
代
に
琉
球
大
学
の
学
生
た
ち
が
「
検
閲
」
と
向
き
合
い
な
が
ら
ど
の
よ
う
に
表
現
を
試
み
よ
う
と
し
て
い
た
の
か
に
つ
い
て
、
「
学
生
準
則
」
や
「
学
生
心
得
」
を
め
ぐ
る
言
説
と
の
か
か
わ
り
か
ら
検
討
し
た
が
、
そ
う
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
表
現
さ
れ
ず
に
こ
ぼ
れ
お
ち
て
い
っ
た
も
の
を
す
く
い
と
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
た
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
視
点
か
ら
、
沖
縄
の
戦
後
を
生
き
た
人
た
ち
の
文
学
と
思
想
を学びなおしていきたいと思う。
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【註】（１） 
（１）「琉大文学』については、鹿野政直「否の文学１１『琉大文学」の航跡」（同『戦後沖縄の思想像』朝日新聞
社
、
’
九
八
七
年
。
の
ち
に
『
鹿
野
政
直
思
想
史
論
集
第
三
巻
占
領
下
を
生
き
る
』
岩
波
書
店
、
二
○
○
八
年
）
、
新
城
郁夫「戦後沖縄文学覚え書ｌ「琉大文学」という試み」（同「沖縄文学という企て」インパクト出版会、
二○○三年）が詳しい。
（２）新崎盛暉は『戦後沖縄史』（日本評論社、一九七六年）のなかで、琉球大学の学生運動を説明する件で｛琉
球大学学生新聞」に言及している。また新崎盛暉編『ドキュメント沖縄闘争』（亜紀書房、一九六九年）の
資
料
の
な
か
で
「
琉
球
大
学
学
生
新
聞
』
第
三
○
号
の
「
伏
字
新
聞
」
の
写
真
や
他
の
号
の
新
聞
記
事
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
（３）創刊号は公的機関で所蔵していないため未見。創刊の時期は、三九五○年六月」（保坂広志「琉球大学学
生
新
聞
」
『
沖
縄
大
百
科
事
典
」
下
巻
、
沖
縄
タ
ィ
ム
ス
社
、
一
九
八
三
年
、
九
○
○
頁
）
と
い
う
指
摘
も
あ
る
が
、
本
稿
で
は琉球大学編発行『十周年記念誌」（一九六一年）及び「琉大学新百五十号Ｉあゆみ」（『琉球大学学生
新聞』第一五○号、琉球大学学生新聞会、一九七九年六月二一日）で言及された「一九五○年八月」を採
用した。なお二○一一年一○月の段階で『琉球大学学生新聞』は二四五号まで発刊されている。
（４）『十周年記念誌』では改称を「五九年」とするが、『琉球大学学生新聞』第四三号（琉球大学学生新聞会、
’
九
六
○
年
六
月
一
七
日
）
に
「
琉
球
大
学
学
生
新
聞
部
は
、
六
月
二
日
の
学
生
総
会
に
お
い
て
、
名
称
を
『
琉
球
大
学
学
生新聞会』に改称されました」と書かれた「一九六○年六月三日」付の「会告」が掲載されており、本稿
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で
は
「
六
○
年
」
と
し
た
。
（５）「学生の課外活動／新聞会」（琉球大学編前掲『十周年記念誌乞一八八頁。
（６）琉球大学附属図書館の新聞室には、第一一五号（一九五六年一二月二五日）から第八二号（一九六六年一二
月
三
日
）
ま
で
、
一
部
欠
号
は
あ
る
が
、
原
紙
が
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
沖
縄
県
公
文
書
館
に
は
、
第
二
七
号
（
一
九
五
七
年
五
月
一
○
日
）
の
原
紙
が
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
沖
縄
県
立
図
書
館
郷
土
資
料
室
所
蔵
の
「
比
嘉
春
潮
文
庫
」
で
は
、
第
一七、三○、一一一一一、四一一、四四の各号の複製版が閲覧できる。
（
７
）
『
一
九
五
三
学
年
度
大
学
便
覧
』
（
琉
球
大
学
、
発
行
年
不
詳
、
’
一
頁
）
の
「
附
則
」
に
は
、
「
こ
の
準
則
は
一
九
五
二
年
二
月
一
一
日
よ
り
こ
れ
を
施
行
す
る
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
（８）「第一次琉大事件」については、沖縄県学生会編『祖国なき沖縄』（日月社、一九五四年）、新崎盛暉編前掲
『ドキュメント沖縄闘争』、琉球大学教授職員会編・発行『琉大事件とは何だったのか』（二○’○年）を参閲検
照。大学の通史に関しては、琉球大学編前掲『十周年記念誌』、『琉球大学二十周年記念誌』（琉球大学二十趾
周年記念誌編集委員会、一九七○年）、「沖縄の戦後教育史」（沖縄県教育委員会、一九七七年）、山里勝己破け
「琉大物語』（琉球新報社、二○一○年）を参照。
おに
（９）「琉球大学学生準則第一二条（出版）」（『琉球大学学生便覧一九五四学年度』琉球大学、発行年不詳、一博
四頁）。なお新崎盛暉編前掲『ドキュメント沖縄闘争」にも資料として「琉大学生準則」が掲載されている職７
 
が、その出典は「「琉球大学新聞』’六号、一九五五年六月十一ハ日」となっている。
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グーへ〆￣へ〆￣へグーへグーへ
２０１９１８１７１６ 
～￣～￣～.￣～.－－－ 
／_ヘ〆－，
１５１４ 
、‐〆～.－
（皿）川瀬信「沖縄文学の課題」（『琉大文学」第七号、’九五四年二月）四二頁。
（ｕ）中野好夫・新崎盛暉『沖縄問題二十年』（岩波書店、一九六五年）、新崎盛暉前掲『戦後沖縄史』を参照。
（
、
）
公
的
な
機
関
に
第
二
八
号
が
所
蔵
さ
れ
て
い
な
い
た
め
確
認
で
き
な
い
が
、
第
二
七
号
（
’
九
五
七
年
五
月
一
○
日
発
行
）
ま
で
の
紙
名
は
『
琉
球
大
學
新
聞
』
で
、
第
二
九
号
（
一
九
五
七
年
一
二
月
七
日
発
行
）
か
ら
『
琉
球
大
学
学
生
新
聞
」
と
改
ま
っ
て
い
る
。
（
Ｅ
）
「
学
生
準
則
の
大
幅
改
正
は
不
可
能
／
相
互
理
解
に
よ
る
協
力
を
／
正
副
学
長
と
一
問
一
答
」
Ｓ
琉
球
大
學
新
聞
」
第
一
七
号
、
琉
球
大
学
新
聞
部
、
一
九
五
五
年
一
○
月
二
五
日
）
。
○円くＨＦＨｚＢｐいい閂の回三○ロー○【閂ヱンミン（の①ロ①国一幻の８吋□の。【Ｓの□の已貰（日の目〔。【の国斤①○の日日一国一の．』ｃの、‐ｍＣ
ｍ○Ｈｚ○・＄⑭◎句○一』円三・・四［沖縄県公文書館所蔵米国国務省文書（複写）ＳＣＳ①」」＆］所収）。この資料に
「
〈
論
説
〉
学
園
の
自
主
性
確
立
の
一
端
ｌ
新
学
生
会
長
選
挙
を
終
え
て
」
（
「
琉
球
大
學
新
聞
」
第
一
七
号
、
琉
球
大
学
新
聞
部
、
’
九
五
五
年
一
○
月
二
五
日
）
。
大
田
昌
秀
辻
村
明
「
沖
縄
の
言
論
Ｉ
新
聞
と
放
送
」
（
南
方
同
胞
援
護
会
二
九
六
六
年
一
七
八
頁
．
「編集後記」（『琉球大學新聞」第一一五号、’九五六年一二月二五日）。
同前「編集後記」後半の記述によれば、発刊停止となった二号とも「校正ずり」まで終わっていたという。
同号
前、
○〒チー
同前。
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関
し
て
は
．
拙
稿
「
占
領
者
の
ま
な
ざ
し
を
く
ぐ
り
ぬ
け
る
言
葉
ｌ
「
琉
大
文
学
」
と
検
閲
」
（
田
仲
康
博
編
「
占
領
者
の
まなざし（仮）』せりか書房、近刊）でより詳しく論じた。なおアメリカ占領下の沖縄における検閲の問題
については、門奈直樹『沖縄言論統制史』（現代ジャーナリズム出版会、一九七○年）が詳しい。
（
Ⅲ
）
「
第
二
次
琉
大
事
件
」
に
関
し
て
は
、
沖
縄
タ
イ
ム
ス
社
編
発
行
「
琉
大
風
土
記
ｌ
開
学
仙
年
の
足
跡
二
九
九
○
年
『
豊
川
善
一
「
氷
焔
ｌ
仲
宗
根
政
善
私
記
」
（
「
追
悼
仲
宗
根
政
善
」
沖
縄
言
語
研
究
セ
ン
タ
し
一
九
九
八
年
）
、
嶺丼政和「琉大が燃えた日」（自費出版、一一○○○年・言ロヘヘミ巨冨目の」ロへ二目【・へ益弓の呂目一）を参照。
（皿）『琉球大學新聞』第二六号（琉球大学新聞部、’九五七年三月一日）。
（館）「『琉大文学』短歌同人抄（一二月六日）」（『沖縄タィムス』一九五六年一二月一一日）掲載。また平山は
「
途
切
れ
途
切
れ
に
平
和
の
歌
う
た
ひ
つ
つ
退
学
ざ
れ
し
学
友
と
校
門
を
下
る
」
と
書
き
改
め
て
『
合
同
歌
集
暁
雲
』
（
九
年
母
短
歌
会
、
一
九
五
六
年
一
二
月
二
五
日
）
に
発
表
し
た
。
ま
た
こ
の
短
歌
も
前
出
の
宮
城
美
智
子
の
詩
と
同
様
に
「
閂
、・・巨〔。【ＢののＳ○○一ｍ閂の三ｓ目の愚の一｝＆のＳｏｏ｝日日①曰（の【曰三の昌一旨の曰四口、四のｏｐｍｏｍｂの四、の」と翻訳の
う
え
で
報
告
さ
れ
て
い
る
。
前
掲
拙
稿
「
占
領
者
の
ま
な
ざ
し
を
く
ぐ
り
ぬ
け
る
言
葉
」
も
参
照
さ
れ
た
い
。
（皿）「防共法についての研究は必要／だが反対運動は許されん」ｓ琉球大學新聞』第二七号、琉球大学新聞部、
’九五七年五月一○日）。
（妬）『琉球大学学生便覧一九五七学年度」（琉球大学、一九五七年七月）二四頁。
（肥）「琉球大学学生便覧一九五六学年度』（琉球大学、一九五六年三月）一一一九頁。
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（空新川明・豊川善一・中里友豪・岡本恵徳・屋嘉比収・新城郁夫「座談会『琉大文学」五○年」（「け－し風』
第四○号、新沖縄フォーラム刊行会議、二○○三年九月）五○頁。
（
別
）
前
掲
『
琉
球
大
学
学
生
便
覧
一
九
五
六
学
年
度
」
三
九
頁
。
（
Ⅲ
）
前
掲
『
琉
球
大
学
学
生
便
覧
一
九
五
七
学
年
度
」
二
五
頁
。
（
釦
）
大
田
昌
秀
・
辻
村
明
前
掲
書
、
七
九
頁
（路）「編集後記」（『琉球大学学生新聞』第三○号、琉球大学学生新聞部、一九五八年七月一四日）。
（鈍）矛盾グループ「いじらしき抵抗えの一批判」（『琉球大学学生新聞』第三○号、琉球大学学生新聞部、一九
五
八
年
七
月
一
四
且
。
（妬）中里友豪「たとへぱ長い灰色のこ」（『琉球大学学生新聞』第二九号、琉球大学新聞部、一九五七年一二月
〆￣､グー、￣へ
２９２８２７ 
、－〆、－〆、－〆
（鉛）「学園を去るにあたって’四学生」（「沖縄朝日新聞』’九五三年五月二七且．
（師）「〈主張〉大學新聞を再刊しよう」（『琉大週報』第一八号、一九五八年五月五且。「琉大週報』は、琉球大
学
事
務
局
が
発
行
し
た
も
の
で
、
理
事
会
や
教
授
会
の
事
務
連
絡
が
主
な
記
事
で
あ
る
。
琉
球
大
学
附
属
図
書
館
に
は
、
前
身の『週報』第一～七八号（一九五一一一年八月一○日～一九五七年一月三○日）、『琉大週報』第一～五九号
前
掲
同前。
七日）。 『
琉
球
大
学
学
生
便
覧
一
九
五
七
学
年
度
』
二
五
頁
。
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（一九五七年一○月一一一日～一九六三年四月八日）が所蔵されている。「琉大週報』第一七号（一九五八年
四月一一一一一日）より「主張」欄が設けられている。また第二四号（’九五八年七月二八日）掲載の高山朝光
「琉球大學々生新聞を讃んで」では、学生新聞の編集及び第三○号の伏字新聞発行を批判していた。
（銘）前掲「座談会『琉大文学』五○年」五○頁。
（豹｝東風平恵典「モチーフの乏しきｌ「琉大文学」二巻七号の作品から」（「琉球大学学生新聞」第三七号、’
九五九年一二月四日）。
（辿安里史英は本名安里嗣栄。ちなみに安里は「永積教授渡航実現対策委員会」の委員長であった（鹿野政直
「ある渡航拒否ｌ永積安明教授の場合」同前掲「戦後沖縄の思想像』所収、二’九頁）．
（虹）平逸郎「文学的周辺ｌ安里君への答」（「琉球大学学生新聞」第四五号、’九六○年一○月二○日）．
（蛆）松原伸彦「安里君への疑問」（『琉球大学学生新聞』第四六号、一九六○年一二月一旦。
（佃）「これからは具体的行動の段階／第四回原水爆禁止世界大会／喜久山団長あいさつ」（「琉球大学学生新聞』
第三一号、一九五八年一一月一九日）。
（“）大田昌秀「〈琉大評論〉今こそ大学に魂を入れるときｌ健全な学風の育成を望む」（「琉球大学学生新聞」
第一一一五号、’九五九年六月二二日）。大田は、「学内におけるすべての活動は、教育的配慮が払われなけれ
ば
な
ら
な
い
。
学
生
は
、
経
験
が
浅
く
、
物
事
の
正
当
な
判
断
が
で
き
な
い
か
ら
、
指
導
が
必
要
だ
。
学
内
出
版
物
の
最
後
的
責
任
は
そ
れ
ぞ
れ
の
編
集
者
が
負
う
て
い
る
の
で
な
く
、
学
長
が
と
る
の
だ
か
ら
、
適
切
な
処
置
は
必
要
だ
。
現
実
の
沖
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縄
で
は
オ
ー
ル
・
マ
イ
テ
ィ
ー
な
布
令
布
告
が
生
き
て
い
る
。
そ
れ
で
学
生
が
そ
の
規
定
に
ふ
れ
な
い
よ
う
配
慮
し
て
や
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
述
べ
て
い
る
。
ま
た
「
学
生
心
得
」
に
「
事
前
検
閲
」
が
規
定
さ
れ
て
い
る
の
は
「
先
生
方
の
善
意
」
か
ら
だ
ろ
う
が
、
「
こ
の
善
意
は
、
逆
効
果
を
も
た
ら
し
て
い
る
」
と
指
摘
し
て
い
る
。
（妬）「とりのぞかれるか琉大の壁／悪名高い「学生心得』やっと改正の動き」（『琉大タイムズ』第一一号、一九
六
○
年
一
○
月
一
五
且
。
「
琉
大
タ
イ
ム
ズ
』
は
、
一
九
五
九
年
一
○
月
に
琉
球
大
学
社
会
学
科
の
学
生
を
中
心
と
し
た
琉
大
マ
ス
コ
ミ
研
究
会
（
顧
問
・
大
田
昌
秀
）
に
よ
っ
て
創
刊
さ
れ
た
。
琉
球
大
学
附
属
図
書
館
の
新
聞
室
に
は
、
第
一
号
か
ら第一一一六号（’九六六年七月一一○日）まで所蔵されている。第二一一一号（’九六二年五月二二日）から第二
八
号
（
一
九
六
三
年
一
一
一
月
七
旦
ま
で
、
「
戦
後
沖
縄
マ
ス
コ
ミ
残
酷
物
語
ｌ
沖
縄
の
言
論
史
」
が
連
載
さ
れ
た
．
（妬）ミシガンミッションなど琉球大学とミシガン州立大学の関係については、山里勝己前掲書が詳しい。
（〃）「自治活動を阻む検閲制」（『琉大タイムズ」第四号、’九六○年一月一日）。古我知勇は『琉大タイムズ」
第
三
号
（
一
九
五
九
年
一
二
月
一
日
）
に
「
新
し
い
伝
統
と
学
風
の
樹
立
を
」
を
寄
稿
し
、
一
九
五
四
年
五
月
頃
に
発
行
さ
れた『琉球大學新聞』第九号について言及していた。
（咄）同前記事における「喜舎場君」の発言。
（伯）同前記事参照。
（
印
）
「
〈
新
春
放
談
〉
恐
怖
と
不
感
症
ｌ
琉
大
生
の
無
気
力
化
を
め
ぐ
っ
て
」
（
『
琉
大
タ
イ
ム
ズ
」
第
四
号
、
’
九
六
○
年
一
月
一日）のＧの発言。
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（、）同前記事におけるＫの発言。
（団）「基地と損害被害ｌ石川Ｚ機墜落事件を中心として」（「琉球大学学生新聞」第三八号、琉球大学学生新聞
部、一九六○年一月八日）。なお続く第三九号（’九六○年三月八日）には、比屋根照夫「機構にひそむ悪
の
問
題
ｌ
石
川
ジ
ェ
ッ
ト
機
事
件
を
中
心
に
」
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
．
（閉）『琉球大学学生便覧一九六○学年度』（琉球大学学生部補導課、一九六○年三月）一六○頁。
（別）第四二号（一九六○年五月二五日）掲載の「「今日の琉球』『守礼の光』の学内配布ボイコット」、および第
四
三
号
二
九
六
○
年
六
月
一
七
且
掲
載
の
「
〈
論
説
〉
環
境
浄
化
を
徹
底
し
よ
う
ｌ
ボ
イ
コ
ッ
ト
問
題
に
つ
い
て
」
を
参
照
。
た
だ
し
こ
の
ボ
イ
コ
ッ
ト
に
対
し
て
は
、
「
出
版
の
自
由
」
「
学
問
の
自
由
」
を
否
定
す
る
行
動
だ
と
批
判
的
な
声
も
あ
っ
た
（
飯
田
吉
勇
「
民
政
府
出
版
物
の
ボ
ィ
コ
ッ
ト
ー
琉
大
学
生
会
決
議
に
思
う
」
『
沖
縄
タ
イ
ム
ス
一
一
九
六
○
年
五
月
一
七
日
夕
刊
、
「
記
者
の
メ
モ
／
学
園
の
自
由
、
読
む
自
由
に
読
ま
な
い
自
由
」
『
沖
縄
タ
イ
ム
ス
」
一
九
六
○
年
五
月
一
八
日
）
．
な
お
『
今
日
の
琉
球
」
に
関
し
て
は
、
鹿
野
政
直
「
統
治
者
の
福
音
Ｉ
「
今
日
の
琉
球
」
と
そ
の
周
辺
」
一
同
前
掲
「
戦
後
沖
縄
の
思
想
像
」
所
収
）
が
菫
た
「
守
礼
の
光
」
に
関
し
て
は
、
屋
嘉
比
収
「
越
境
す
る
沖
縄
Ｉ
ア
メ
リ
カ
ニ
ズ
ムと文化変容」・「米軍統治下における沖縄の高度経済成長」（ともに同『沖縄戦、米軍占領史を学びなお
す
」
世
織
書
房
、
二
○
○
九
年
所
収
）
、
田
中
康
博
颪
景
の
裂
け
目
ｌ
沖
縄
占
領
の
今
」
｛
せ
り
か
書
房
、
二
○
一
○
年
）
の
第
一
章
と
第
二
章
が
詳
し
く
論
じ
て
い
る
。
（
弱
一
幸
喜
良
秀
比
屋
根
照
夫
屋
嘉
比
収
（
聞
き
手
）
「
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
’
九
五
○
年
代
の
コ
ザ
ー
幸
喜
良
秀
さ
ん
、
比
屋
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根照夫さんに聞く」（『け－し風」第四○号、新沖縄フォーラム刊行会議、二○○三年九月）。またアイクデ
モ
に
つ
い
て
は
、
第
四
四
号
（
’
九
六
○
年
七
月
一
五
日
）
の
第
一
面
全
体
を
使
っ
て
と
り
あ
げ
て
い
る
。
（髄）沖縄タイムス社編前掲書、二一一一一二頁。
一
町
）
こ
の
事
件
に
関
し
て
は
、
日
本
弁
護
士
連
合
会
「
沖
縄
の
基
地
公
害
と
人
権
問
題
ｌ
日
本
弁
護
士
連
合
会
報
告
」
（
’
九
七
○
年
）
や
萩
野
芳
夫
『
沖
縄
に
お
け
る
人
権
の
抑
圧
と
発
展
』
（
成
文
堂
、
’
九
七
三
年
）
に
詳
し
い
。
ま
た
比
屋
根
照
夫
「浅沼刺殺抗議デモ事件」（『沖縄大百科事典」上巻、沖縄タイムス社、一九八三年）、沖縄タィムス社編前
掲書も参照。
（
冊
）
拙
稿
「
境
界
に
抗
す
る
言
葉
と
身
体
ｌ
「
朴
達
の
裁
判
」
と
沖
縄
」
（
「
ア
ジ
ア
太
平
洋
研
究
」
三
一
号
、
成
躍
大
学
ア
ジ
ア
太
平
洋
研
究
セ
ン
タ
ー
、
二
○
○
六
年
）
に
お
い
て
デ
モ
事
件
を
め
ぐ
る
裁
判
や
ア
メ
リ
カ
占
領
下
の
沖
縄
に
お
け
る
法
の
問
題
に
つ
い
て
論
じ
た
こ
と
が
あ
る
。
（田）「琉球大学学生便覧一九六二学年度』（琉球大学学生部補導課、一九六二年一一一月二一日）’九七頁。
（
㈹
）
中
屋
幸
吉
『
名
前
よ
立
っ
て
歩
け
Ｉ
沖
縄
の
戦
後
世
代
の
軌
跡
」
（
三
一
書
房
、
一
九
七
二
年
）
．
新
崎
盛
暉
前
掲
『
戦
後
沖
縄
史
』
で
は
、
「
第
五
章
相
対
的
安
定
期
と
思
想
的
変
容
」
の
「
反
復
帰
論
の
胎
動
」
に
お
い
て
中
屋
の
「
日
誌
」
と
「琉球大学学生新聞』第七四号（’九六五年四月二八日）の「〈論説〉四・二八闘争は民族主義で闘われて
いいのか」をとりあげている。
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